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加東市教育委員会/加東市人権・同和教育研究協議会　平成３０年３月１日

加東市人権啓発情報誌

●特集インターネットと人権侵害

●男女共同参画に関する意識調査の結果からみえてくること

●中学生人権作文

●小中学校人権教育講演会

●園児らの共同作品

「
士
農
工
商
」
で
は

　
　
　
　
な
か
っ
た
？

加
東
市
教
育
委
員
会
　

　
　
　
　
　
　

　
人
権
教
育
推
進
員
　
久
野
　
勝
久

　
同
和
教
育
が
始
ま
っ
た
頃
に
は
、
ピ

ラ
ミ
ッ
ド
に
「
士
農
工
商
」
を
四
段
に

分
け
て
描
き
、
江
戸
幕
府
が
民
衆
分
断

の
た
め
に
部
落
差
別
を
作
っ
た
と
教
え

て
い
ま
し
た
。
い
わ
ゆ
る
近
世
政
治
起

源
説
で
す
。
こ
の
よ
う
に
学
習
さ
れ
た

方
が
多
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
今
の
教
科
書
で
は
、
町
に
住

む
者
を
町
人
、
村
に
住
む
者
を
百
姓
と

書
い
て
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
部
落
も
社

会
の
下
に
で
は
な
く
、「
ほ
か
に
」「
別

に
」「
異
な
る
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　
高
名
な
歴
史
家
の
網
野
善
彦
さ
ん
が

若
い
時
、
あ
る
部
落
の
お
ば
あ
さ
ん
か

ら
「
わ
し
ら
の
先
祖
は
何
を
し
た
ん
や
。

な
ん
で
差
別
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の

か
。」
と
問
わ
れ
て
、
答
え
ら
れ
な
か

っ
た
と
、
あ
る
本
に
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
時
か
ら
網
野
さ
ん
は
、
そ
の
質
問

に
答
え
る
よ
う
に
歴
史
の
研
究
を
や
っ

て
こ
ら
れ
た
そ
う
で
す
。
そ
し
て
、
中

世
の
民
衆
の
姿
を
生
き
生
き
と
再
現
さ

れ
る
著
書
を
次
々
と
世
に
出
さ
れ
て
い

っ
た
の
で
す
。
ア
ニ
メ
「
も
の
の
け
姫
」

の
世
界
で
す
ね
。

　
今
で
は
、
世
界
遺
産
で
あ
る
銀
閣
寺

や
龍
安
寺
の
庭
園
な
ど
、
ま
た
、
幽
玄

な
世
界
を
表
現
す
る
「
能
」
も
差
別
さ

れ
て
い
た
人
々
に
よ
っ
て
作
り
出
さ
れ

て
き
た
と
教
科
書
に
紹
介
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
キ
ヨ
メ
役

と
し
て
の
部
落
の
起
源
は
、
中
世
ま
で

遡
る
と
い
い
ま
す
。

　
お
子
さ
ん
や
お
孫
さ
ん
の
教
科
書
を

覗
い
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
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●第１１期市民人権講座修了者一覧

●市同教の活動ほか

●企人教の活動

●幼児期人権教育事業

●新着ＤＶＤのご紹介
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（２月１０日開催「人権を考える市民のつどい」）



　「
２
ち
ゃ
ん
ね
る
掲
示
板
で

中
傷
さ
れ
て
い
る
。
ど
う
し
た

ら
い
い
の
か
？
」。
講
演
会
で

質
問
に
立
っ
た
男
性
は
困
り
果

て
た
表
情
で
質
問
し
ま
し
た
。

私
は
講
演
の
中
で
悪
質
書
き
込

み
へ
の
対
処
方
法
を
紹
介
し
ま

し
た
。
そ
れ
は
、
人
権
擁
護
機

関
に
被
害
を
申
告
し
て
助
言
を

受
け
る
と
い
う
も
の
で
す
。
お

そ
ら
く
、
男
性
は
こ
の
説
明
に

納
得
で
き
ず
、
書
き
込
み
を
削

除
す
る
方
法
が
聞
き
た
か
っ
た

の
で
し
ょ
う
。
被
害
の
当
事
者

と
し
て
は
、
当
然
の
質
問
で
す
。

　
実
は
、
講
演
者
で
あ
る
私
自

身
も
こ
の
対
処
方
法
に
は
忸
怩

（
じ
く
じ
）
た
る
思
い
が
あ
る

の
で
す
。
し
か
し
、
現
実
に
は

悪
質
書
き
込
み
を
確
実
に
削
除

す
る
方
法
は
、
残
念
な
が
ら
存

在
し
ま
せ
ん
。

　
被
害
者
の
た
め
に
で
き
る
ア

ド
バ
イ
ス
は
、
人
権
擁
護
機
関

や
違
法
有
害
情
報
相
談
セ
ン
タ

ー
に
相
談
す
る
と
い
う
こ
と
な

の
で
す
。
削
除
に
関
す
る
法
務

省
側
の
国
会
で
の
答
弁
も
、
こ

の
域
を
出
ま
せ
ん
。

　
も
ち
ろ
ん
、
人
権
擁
護
機
関

に
相
談
し
て
も
削
除
さ
れ
る
と

は
限
り
ま
せ
ん
。

　
２
０
１
６
年
１２
月
に
施
行
さ

れ
た
部
落
差
別
解
消
推
進
法
に

は
、
禁
止
事
項
も
罰
則
規
定
も

あ
り
ま
せ
ん
。
従
っ
て
、
こ
の

法
律
を
根
拠
に
削
除
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。
差
別
書
き
込

み
を
違
法
と
す
る
法
的
根
拠
が

な
い
に
も
関
わ
ら
ず
、
違
法
性

を
証
明
で
き
な
い
書
き
込
み
を

う
か
つ
に
削
除
す
る
と
、
サ
ー

ビ
ス
提
供
事
業
者
は
逆
に
訴
訟

リ
ス
ク
を
抱
え
る
こ
と
に
な
る

の
で
す
。

　
も
し
も
、
費
用
や
手
間
や
精

神
的
な
苦
痛
を
覚
悟
で
き
る
の

で
あ
れ
ば
、
削
除
の
仮
処
分
決

定
書
が
現
時
点
で
最
も
実
効
性

の
あ
る
方
法
で
す
。
弁
護
士
の

力
を
借
り
て
、
裁
判
所
に
仮
処

分
を
申
請
す
る
の
で
す
。
も
う

お
気
付
き
の
通
り
、
こ
の
手
続

き
を
し
て
い
る
間
に
転
載
さ
れ

た
ら
、
い
た
ち
ご
っ
こ
に
な
り

ま
す
。
差
別
書
き
込
み
の
被
害

者
の
救
済
が
い
か
に
遅
れ
て
い

る
か
、
お
わ
か
り
に
な
っ
た
と

思
い
ま
す
。

　
ネ
ッ
ト
上
の
情
報
は
玉
石
混

交
で
す
。
法
人
・
団
体
か
ら
発

信
さ
れ
る
情
報
は
と
も
か
く
、

個
人
が
書
き
込
む
掲
示
板
、
ブ

ロ
グ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
は
、
投
稿
内

容
の
チ
ェ
ッ
ク
の
仕
組
み
が
な

く
、
責
任
の
所
在
が
曖
昧
で
す
。

情
報
の
真
偽
は
、
当
て
に
な
ら

な
い
個
人
の
良
識
に
委
ね
ら
れ

て
い
ま
す
。
ウ
ソ
や
デ
マ
、
誤

っ
た
情
報
も
無
責
任
に
流
布
し

ま
す
。
ま
た
、
事
実
確
認
に
よ

っ
て
虚
偽
だ
と
認
定
さ
れ
て
も
、

な
お
信
じ
る
人
々
が
い
ま
す
。

客
観
的
な
事
実
よ
り
も
感
情
に

訴
え
る
情
報
の
方
が
影
響
力
を

持
っ
て
し
ま
う
と
い
う
の
は
、

ネ
ッ
ト
の
怖
さ
で
も
あ
り
ま
す
。

せ
め
て
私
た
ち
は
、
ネ
ッ
ト
上

の
差
別
書
き
込
み
を
安
易
に
信

じ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
冷
静
で

あ
り
た
い
も
の
で
す
。

佐
藤
さ
ん
に
は
、
昨
年
９
月
１４
日

（木）
の
企
業
人
権
教
育
協
議
会
主
催

の
市
民
公
開
講
座
で
ご
講
演
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

平成３０年３月１日 （２）特集　インターネットと人権侵害

株式会社情報文化総合研究所

代表取締役　佐 藤 佳 弘



イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
部
落
差
別

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
部
落
差
別

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
部
落
差
別

　
人
権
教
育
課
で
は
、
平
成
２７

年
度
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の

差
別
書
き
込
み
を
検
索
し
、
早
期

に
削
除
を
行
う
こ
と
を
目
的
に
、

キ
ー
ワ
ー
ド
検
索
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　
こ
れ
ま
で
発
見
し
、
法
務
局
等

に
削
除
要
請
を
行
っ
た
書
き
込
み

は
、
ヤ
フ
ー
知
恵
袋
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
版
部
落
地
名
総
監
に
関
係

す
る
サ
イ
ト
の
書
き
込
み
で
し
た
。

特
に
、
部
落
差
別
解
消
推
進
法
が

制
定
さ
れ
る
理
由
の
一
つ
と
な
っ

た
「
部
落
地
名
総
監
」
と
呼
ば
れ

る
被
差
別
部
落
に
関
す
る
書
き
込

み
を
行
う
に
サ
イ
ト
は
悪
質
で
、

削
除
さ
れ
て
も
、
す
ぐ
に
新
た
な

ペ
ー
ジ
が
作
ら
れ
る
と
い
う
状
態

に
あ
り
ま
す
。

　
検
索
を
続
け
る
中
で
、
平
成
２９

年
６
月
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト
ワ

ー
キ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
（
Ｓ
Ｎ
Ｓ
）

の
一
つ
で
あ
る
ツ
イ
ッ
タ
ー
上
に

部
落
差
別
を
助
長
す
る
書
き
込
み

を
発
見
し
ま
し
た
。
書
き
込
ま
れ

た
内
容
は
、「
カ
ス
と
ゴ
ミ
が
多

い
被
差
別
部
落
。
加
東
市
●
●
。

二
度
と
住
み
た
い
と
思
わ
な
い
。」

で
す
。
部
落
差
別
の
勉
強
は
も
う

必
要
な
い
と
言
わ
れ
る
方
も
あ
り

ま
す
が
、
現
実
は
こ
の
書
き
込
み

が
示
す
と
お
り
根
深
く
残
っ
て
い

ま
す
。

　
こ
の
書
き
込
み
の
発
見
後
、
す

ぐ
に
法
務
局
に
差
別
書
き
込
み
の

報
告
を
行
う
と
と
も
に
、
削
除
依

頼
し
ま
し
た
。

　
こ
の
事
件
を
受
け
て
開
催
し
た

加
東
市
人
権
問
題
審
議
会
か
ら
「
一

刻
も
早
く
削
除
す
る
こ
と
が
大
切

で
あ
り
、
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
講
じ

て
拡
散
防
止
に
つ
な
げ
る
こ
と
。」

と
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
ツ
イ
ッ
タ
ー
社
に
対
し
て
、
文

書
で
削
除
要
請
を
行
い
ま
し
た
が
、

何
ら
反
応
は
無
く
、
削
除
さ
れ
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
な
お
、
今
回
は
、
非
常
に
ま
れ

な
ケ
ー
ス
に
な
り
ま
す
が
、
書
き

込
ん
だ
者
を
特
定
す
る
こ
と
が
で

き
た
た
め
、
差
別
を
助
長
す
る
書

き
込
み
で
あ
り
、
削
除
す
る
よ
う

伝
え
た
と
こ
ろ
、
す
ぐ
に
本
人
が

削
除
し
て
、
不
適
切
な
事
態
を
収

拾
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
差
別
の
解
消
に
は
、
加
東
市
、

加
東
市
教
育
委
員
会
、
加
東
市
人

権
・
同
和
教
育
研
究
協
議
会
等
が

開
催
す
る
、
市
民
人
権
講
座
、
人

権
啓
発
講
演
会
な
ど
の
講
演
会
の

ほ
か
、
各
地
区
で
開
催
さ
れ
る
人

権
学
習
会
に
参
加
し
て
人
権
に
対

す
る
正
し
い
理
解
と
あ
ら
ゆ
る
偏

見
を
見
抜
く
力
を
育
ん
で
い
た
だ

く
こ
と
に
尽
き
ま
す
。

　
関
係
団
体
が
協
力
し
、
さ
ま
ざ

ま
な
学
習
方
法
等
に
よ
り
、
人
権

尊
重
の
精
神
を
当
た
り
前
の
社
会

意
識
と
し
て
身
に
付
け
、
価
値
観

の
違
い
や
多
様
性
を
認
め
合
う
自

由
で
平
等
な
共
生
社
会
に
な
る
よ

う
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
の
で
、

学
習
会
等
へ
の
積
極
的
な
参
加
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
差
別
書
き
込
み
の
検
索

作
業
に
つ
い
て
は
、
事
件
後
、
定

期
的
に
行
う
よ
う
に
し
て
お
り
、

差
別
書
き
込
み
を
削
除
す
る
取
り

組
み
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

　
市
民
の
皆
様
の
中
で
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
上
で
差
別
を
助
長
す
る

書
き
込
み
を
発
見
さ
れ
た
場
合
は
、

教
育
委
員
会
人
権
教
育
課
ま
で
ご

連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。
関
係
機

関
と
協
力
し
、
削
除
に
向
け
た
取

り
組
み
を
行
い
ま
す
。

あ
ら
ゆ
る
差
別
の

　
　
　
解
消
に
向
け
て

＊インターネットを活用するときの注意点＊

わからないことがあるとインターネットを活用して調べること

が多くなっていますが、検索結果の画面の最初に表示されるも

のが正しい情報とは限りません。

私たち一人一人が差別や偏見について、正しい認識を持つため

には、学習することが一番の近道です。

平成３０年３月１日（３） 特集　インターネットと人権侵害
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ご協力いただいた皆様
ありがとうございました。

　現在の社会のさまざまな場面で男女の地位についてどう感じるかということをお尋ねしました。
「学校教育の場」では男女は平等になっていると感じる人が過半数を超えています。また、「家庭生活」
においては『女性が優遇』と『男性が優遇』が同程度の割合となっています。しかしながら、その 2
項目以外は、いずれの場合においても『男性が優遇』と感じる人の割合が、『女性が優遇』と感じる人
の割合を上回っています。（グラフ①参照）

　男女共同参画社会のあるべき姿が広く浸透したことで、「男性が優遇」と感じる人が増え、「日本の
社会全体」についてみた場合、前回調査結果と比べて「男女平等」と感じる人が減ったと推察します。

（グラフ②参照）
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性別

年令別

家族構成女 性
58.1%

（865人）
単身
9.0%

（134人）

30～39歳
10.3%

（154人）

40～49歳
15.5%

（231人）

50～59歳
16.8%

（250人）

60～69歳
26.4%

（394人）

70歳～
18.5%

（276人）

夫婦のみ
25.2%

（376人）

二世代家族（親子家庭）
40.9%

（610人）

その他 2.8%（41人）

19歳以下 1.3%（19人）

20～29歳 7.6%（113人）

無回答 4.0%（60人）

三世代家族
（親子孫家族）
18.1%（269人）

無回答 3.9%（58人）

男 性
38.0%

（566人）

その他
0.1%（1人）

無回答 3.6%（53人）

プラン」を策定しています。
民意識調査を実施しました。今回は、その結果の一部をご紹介します。

あなたは、現在の日本社会でみた場合の男女の地位についてどのよう感じますか。問②

家庭生活で

地域活動で

学校教育の場で

職場で

法律や制度の上で

政治の場で

社会通念・慣習・しきたりなどで

日本の社会全体で
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平成 29 年度調査
（n=1,490）

平成 25 年度調査
（n=832）

平成 20 年度調査
（n=798）

女性が優遇（優位）

どちらかといえば
女性が優遇（優位）

平等になっている

どちらかといえば
男性が優遇（優位）

男性が優遇（優位）

わからない

無回答

グラフ①

グラフ②

平成３０年３月１日 （４）男女共同参画に関する意識調査の結果からみえてくること

加東市マスコットキャラクター
加東伝の助

前回までの調査結果との比較「日本の社会全体」についてみた場合

社会はステキだけれど、
男性優位でしょうか。
「女だから・男だから」という
るのはもったいないですね。
を考えることです。
男女共同参画社会の
進めていきます。



80%60%40%20%0%

対　　象：加東市に住民登録のある18歳以上の方の中から無作為で選ばせていただいた4,000人の方々
調査方法：調査票を郵送し、回答方法は郵送提出もしくはインターネット回答のどちらかを回答者が選択
実施期間：平成 29 年 8 月 23 日～ 9 月 15 日
回答状況：1,490 件　（回収率 37.3％）

　性別による固定的な役割分担意識をお尋ねしました。前回までの結果に比べて、この考え方に否定
的な人（「そう思わない」「どちらかといえばそう思わない」人）が増加していることが分かります。

　問③は社会において女性が活躍することに対するイメージをお尋ねしました。
　男女問わず活躍できるようになる、新たな価値が創造される、仕事と家庭を両立しやすくなるなど、
よいイメージを持つ方が多いことがわかります。

加東市では、市民一人一人が、互いに協力して個性と能力を十分に発揮できる社会をめざして、「男女共同参画
現行のプランを見直すにあたっての基礎資料とするため、昨年8月から9月にかけて、男女共同参画に関する市

　男女共同参画に関する意識調査は、これまで、平成20年、平成25年にも実施
しています。今回の調査結果と比較して、意識の変化をみてみましょう。

あなたは、「男は外で働き、女は家庭を守るべき」という考え方について、どのように思いますか。問①

政治・経済・地域などの各分野で、女性の参加が進み、女性のリーダーが増えるとどのような影響があると思いますか。問③

平成 29 年度調査
（n=1,490）

そう思う
どちらかといえばそう思う
どちらかといえばそう思わない
そう思わない
わからない
無回答

平成 25 年度調査
（n=832）

多様な視点が加わることにより、新たな価値や商品・サービスが創造される

人材・労働力の確保につながり、社会全体に活力を与えることができる

女性の声が反映されやすくなる

国際社会から好印象を得ることができる

男女問わず優秀な人材が活躍できるようになる

男女問わず仕事と家庭の両立を優先しやすい社会になる

労働時間の短縮など働き方の見直しが進む

男性の家事・育児などへの参加が増える

今より仕事以外のことが優先され、業務に支障をきたすことが多くなる

男性のポストが減り、男性が活躍しづらくなる

保育・介護などの公的サービスの必要性が増大し、家計負担及び公的負担が増大する

その他

特にない

わからない

無回答

51.2

29.8

56.8

9.1

65.8

33.4

17.8

28.3

5.2

5.8

12.9

1.5

1.1

2.7

2.8

平成 20 年度調査
（n=798）
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3.0

6.5 33.8 20.9 35.1 3.1
0.6

4.9 32.2 21.1 34.2 4.8
2.9

23.6 21.2 46.0 1.8
4.4

平成３０年３月１日（５） 男女共同参画に関する意識調査の結果からみえてくること

女性がいきいきと活躍する
現実の社会はまだまだ

「女らしさ・男らしさ」は大切だけど、
世間のイメージにしばられて生き

男女共同参画は、一人一人の
調査結果をもとに、
実現に向けた取組を



　
皆
さ
ん
は
、
日
本
全
国
で
障
害
者
手
帳
を
持
つ
聴

覚
・
言
語
障
害
の
人
は
何
人
お
ら
れ
る
か
知
っ
て
い

ま
す
か
。
日
本
全
国
で
は
約
三
六
万
人
い
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
事
情
に
よ
り
障
害
者
手
帳
を

持
た
な
い
と
い
う
方
も
含
め
て
約
百
万
人
以
上
が
聞

こ
え
な
い
・
聞
こ
え
に
く
い
と
い
う
生
活
を
送
っ
て

お
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
だ
け
多
く
の
聞
こ
え
な
い
方
が

い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
聞
こ
え
る
人
達
の
抱
く
「
聞

こ
え
な
い
人
」
の
イ
メ
ー
ジ
に
は
多
く
の
誤
解
が
存

在
し
て
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、「
み
ん
な
が
手
話
で
会
話
を
す
る
。」

「
筆
談
で
な
ら
誰
で
も
ス
ム
ー
ズ
に
会
話
が
で
き
る
。」

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
持
た
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、

耳
の
聞
こ
え
な
い
人
に
は
手
話
を
使
わ
な
い
人
も
お

ら
れ
、
手
話
が
得
意
な
人
で
も
、
語
彙
数
が
少
な
か

っ
た
り
、
文
法
が
苦
手
で
筆
談
は
得
意
で
は
な
い
と

い
う
人
も
お
ら
れ
ま
す
。

　
手
話
で
会
話
を
す
る
う
え
で
、
最
も
大
事
な
こ
と

が
、
身
振
り
と
表
情
の
豊
か
さ
で
す
。

　
顔
に
表
情
を
つ
け
る
こ
と
で
相
手
の
声
の
ト
ー
ン

が
聞
こ
え
な
く
て
も
、
話
し
手
が
楽
し
い
の
か
、
悲

し
い
の
か
な
ど
、
相
手
の
気
持
ち
を
読
み
取
る
こ
と

が
で
き
る
か
ら
で
す
。
ま
た
、
耳
が
聞
こ
え
な
い
人

に
抱
く
誤
解
の
中
で
一
番
多
い
の
が
、「
聞
こ
え
な

い
が
、
目
が
見
え
る
か
ら
生
活
に
は
困
ら
な
い
」
と

い
う
イ
メ
ー
ジ
で
す
。

　
し
か
し
、
こ
れ
は
大
き
な
間
違
い
で
す
。
目
が
見

え
て
い
て
も
耳
が
聞
こ
え
な
い
た
め
、
後
方
か
ら
の

車
の
ク
ラ
ク
シ
ョ
ン
や
人
の
呼
び
か
け
が
聞
こ
え
ず

危
険
な
目
に
あ
っ
た
り
、
目
覚
ま
し
時
計
の
音
な
ど

が
聞
こ
え
な
い
た
め
、
日
常
生
活
で
困
っ
た
り
す
る

こ
と
が
沢
山
あ
る
の
で
す
。

　
聞
こ
え
な
い
人
が
手
話
で
話
す
と
き
、
当
然
手
話

を
知
ら
な
い
人
に
は
内
容
が
わ
か
り
ま
せ
ん
。
そ
ん

な
時
に
通
訳
し
て
く
れ
る
人
た
ち
を
「
手
話
通
訳
士
」

と
い
い
ま
す
。
こ
の
通
訳
士
は
全
国
で
三
千
五
百
二

十
一
人
い
ま
す
。
こ
の
手
話
通
訳
士
は
誰
で
も
な
れ

る
わ
け
で
は
な
く
、
厚
生
労
働
省
が
認
定
す
る
試
験

に
合
格
す
る
こ
と
で
、
裁
判
所
や
政
権
放
送
等
の
公

的
な
と
こ
ろ
で
手
話
通
訳
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
加
東
市
で
は
二
〇
一
四
年
一
一
月
に
手
話
を
言
語

と
し
て
位
置
付
け
る
手
話
言
語
条
例
が
制
定
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
市
内
で
手
話
が
言
語
と
認
め
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
、
身
近
に
手
話
に
触
れ
る
こ
と
が

出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
も
、
ぜ
ひ

機
会
を
見
つ
け
、
手
話
サ
ー
ク
ル
や
イ
ベ
ン
ト
に
行

っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
手
話
は
、
一
見
難
し
そ
う
に
見
え
ま
す
が
、
僕
自

身
は
母
が
手
話
サ
ー
ク
ル
に
入
っ
て
お
り
、
そ
の
サ

ー
ク
ル
に
参
加
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、
手
話
の

魅
力
に
気
付
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
イ
ベ
ン
ト
で

は
、
ゲ
ー
ム
を
し
た
り
、
耳
の
聞
こ
え
な
い
人
と
楽

し
く
接
し
た
り
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　
僕
も
、
初
め
て
耳
の
聞
こ
え
な
い
人
と
手
話
で
会

話
を
し
た
と
き
、
ど
う
伝
え
れ
ば
い
い
の
か
悩
ん
だ

り
、
本
当
に
伝
わ
っ
て
い
る
の
か
不
安
に
な
っ
た
り

し
ま
し
た
。
し
か
し
、
相
手
に
自
分
の
思
い
が
伝
わ

り
会
話
が
で
き
た
と
き
は
、
と
て
も
感
動
し
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
今
も
自
分
の
手
話
が
通
じ
た
と
き
に
は

幸
せ
な
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
僕
の
目
標
は
、
手
話
通
訳
士
の
試
験

に
合
格
し
、
資
格
を
取
る
こ
と
で
す
。
資
格
を
取
ろ

う
と
思
っ
た
の
は
、
手
話
を
し
て
い
て
聞
こ
え
な
い

人
の
た
め
に
役
に
立
ち
た
い
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

ま
た
、
将
来
、
仕
事
に
就
く
う
え
で
、
資
格
を
取
得

し
て
い
る
と
、
何
か
役
に
立
つ
こ
と
が
あ
る
と
思
っ

た
か
ら
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
手
話
に
つ
い
て
学
び
、
も
っ
と
知

識
を
増
や
し
て
い
き
た
い
で
す
。
僕
の
こ
の
発
表
を

聞
い
て
手
話
に
少
し
で
も
興
味
を
持
っ
た
方
が
あ
れ

ば
、
ぜ
ひ
挑
戦
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
き
っ
と
新
し

い
世
界
が
広
が
る
は
ず
で
す
。

社
中
学
校

一
年
　
北
山
　
冬
真

き
た
や
ま

と
う

ま

「
手
話
を
通
し
て
」

平成３０年３月１日 （６）中学生人権作文



　
体
に
障
が
い
の
あ
る
人
に
は
、
多
く
の
人
が
当
た

り
前
の
よ
う
に
で
き
る
こ
と
で
も
、
簡
単
に
は
で
き

な
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
近
年
は
そ
う
し

た
障
が
い
の
あ
る
人
の
生
活
を
考
え
た
バ
リ
ア
フ
リ

ー
や
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
普
及
で
、
体
に

障
が
い
が
あ
る
人
の
生
活
も
少
し
ず
つ
変
わ
っ
て
き

た
の
で
は
な
い
か
と
、
私
は
感
じ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
一
方
で
は
今
の
ま
ま
で
は
い
け
な
い
、

も
っ
と
変
わ
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
感
じ
る
と
こ

ろ
も
あ
り
ま
す
。

　
障
が
い
の
あ
る
人
の
生
活
を
豊
か
で
便
利
に
す
る

た
め
に
は
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
や
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ

イ
ン
の
普
及
が
進
む
だ
け
で
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

私
は
そ
れ
だ
け
で
は
い
け
な
い
の
で
は
な
い
か
と
考

え
て
い
ま
す
。
　

　
私
は
、
小
さ
い
頃
に
左
耳
が
全
く
聞
こ
え
な
く
な

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
今
は
、
右
耳
に
頼
っ
て
生
活

し
て
お
り
、
普
通
の
人
よ
り
聞
こ
え
に
く
い
た
め
、

普
段
の
生
活
の
中
で
不
便
な
こ
と
が
多
い
で
す
。

　
例
え
ば
少
し
離
れ
た
場
所
か
ら
名
前
を
呼
ば
れ
て

も
、
反
応
で
き
な
い
こ
と
が
あ
っ
た
り
、
自
分
の
す

ぐ
左
側
に
い
る
人
と
会
話
し
て
い
て
も
、
そ
の
人
の

声
が
聞
き
取
り
に
く
か
っ
た
り
し
ま
す
。
授
業
中
は

先
生
の
声
が
聞
こ
え
に
く
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
左

耳
が
聞
こ
え
な
い
だ
け
の
私
に
も
、
生
活
の
中
で
た

く
さ
ん
の
不
便
な
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
私
と
は
違
う
別
の
障
が
い
を
持
っ
て
い
る
方
は
い

っ
た
い
ど
ん
な
不
便
を
感
じ
て
い
る
の
だ
ろ
う
と
考

え
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
車
い
す
の
方
は
数
セ
ン
チ
の
段
差
で
も
越
え
る
こ

と
が
難
し
く
、
ス
ロ
ー
プ
が
あ
っ
て
も
坂
が
急
だ
と

上
る
の
に
力
が
い
る
た
め
、
と
て
も
大
変
だ
と
思
い

ま
す
。
目
の
不
自
由
な
方
は
、
通
路
を
歩
く
と
き
に

点
字
ブ
ロ
ッ
ク
を
使
い
ま
す
が
、
そ
の
点
字
ブ
ロ
ッ

ク
の
上
に
人
が
い
た
り
、
自
転
車
が
止
ま
っ
て
い
た

り
し
た
ら
と
て
も
危
険
で
す
。

　
バ
リ
ア
フ
リ
ー
や
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
化
が

進
ん
で
も
、
使
い
や
す
さ
を
十
分
に
考
え
ら
れ
て
い

な
か
っ
た
り
、
設
備
を
理
解
し
て
い
な
い
人
が
い
た

り
す
る
と
、
多
く
の
人
が
不
便
を
感
じ
る
と
思
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
現
在
左
耳
が
聞
こ
え
な
い
私
は
、
普
通

の
人
と
変
わ
ら
な
い
生
活
が
送
れ
て
い
ま
す
。
学
校

で
生
活
し
て
い
る
時
、
少
し
離
れ
た
所
か
ら
呼
ば
れ

て
も
ち
ゃ
ん
と
気
づ
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
な

ぜ
な
ら
、
私
の
近
く
に
い
る
人
が
私
の
肩
を
た
た
い

て
「
呼
ば
れ
て
い
る
よ
。」
と
教
え
て
く
れ
る
か
ら

で
す
。
授
業
中
に
先
生
の
声
が
聞
き
取
り
に
く
い
と

き
に
は
、
隣
の
席
の
子
が
教
え
て
く
れ
ま
す
。
移
動

教
室
で
友
達
と
並
ん
で
歩
く
と
き
に
は
、
友
達
は
私

の
右
側
に
来
て
く
れ
て
会
話
が
し
や
す
い
よ
う
に
し

て
く
れ
ま
す
。
左
耳
が
聞
こ
え
な
く
て
生
活
に
不
便

な
こ
と
が
生
じ
て
も
、
周
り
の
人
が
理
解
し
て
く
れ
、

何
気
な
い
行
動
の
中
に
も
温
か
い
気
遣
い
を
し
て
く

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
お
か
げ
で
私
は
不
便
を
感
じ
る

こ
と
な
く
、
気
持
ち
よ
く
毎
日
が
送
れ
て
い
る
の
で
す
。

　
障
が
い
の
あ
る
人
が
ど
ん
な
こ
と
を
感
じ
て
い
る

の
か
を
理
解
す
る
こ
と
は
、
と
て
も
難
し
い
こ
と
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
片
耳
が
聞
こ
え
な
い
私
も
、
両
耳

が
聞
こ
え
な
い
方
の
気
持
ち
や
、
他
の
障
が
い
を
持

っ
て
い
る
方
の
気
持
ち
は
、
す
べ
て
は
分
か
り
ま
せ

ん
。
そ
れ
で
も
、
私
が
周
り
の
人
の
理
解
や
、
温
か

い
気
遣
い
で
救
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、「
理
解
し
よ

う
」、「
気
遣
お
う
」
と
し
て
く
れ
る
こ
と
は
、
障
が

い
を
持
っ
て
生
き
て
い
く
中
で
本
当
に
あ
り
が
た
い

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　
今
、
近
く
に
体
の
不
自
由
な
方
は
い
ま
せ
ん
か
。

困
っ
て
い
る
人
は
い
ま
せ
ん
か
。
何
か
し
た
い
と
思

っ
て
も
ど
う
し
た
ら
い
い
か
わ
か
ら
な
い
と
き
に
は
、

「
大
丈
夫
で
す
か
。」
や
、「
何
か
お
手
伝
い
で
き
る

こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。」
と
、
声
を
か
け
て
み
ま
せ

ん
か
。
そ
の
少
し
の
勇
気
が
相
手
を
安
心
さ
せ
、
障

が
い
の
あ
る
人
の
生
活
を
変
え
る
一
番
の
救
い
に
な

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
私
自
身
も
、
も
っ
と
周
り
を
見
て
、
困
っ
て
い
る

人
を
見
か
け
た
と
き
に
は
進
ん
で
声
を
か
け
、
手
助

け
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
私
た
ち
の
ほ
ん
の
少
し

の
勇
気
、
ほ
ん
の
少
し
の
思
い
や
り
が
、
心
あ
た
た

ま
る
社
会
を
築
く
の
で
す
。

滝
野
中
学
校

二
年
　
丸
山
　
春
奈

ま
る
や
ま

は
る

な

「
少
し
の
勇
気
」

平成３０年３月１日（７） 中学生人権作文



　
去
年
の
話
で
す
。
僕
は
部
活
を
終
え
、
家
に
帰
ろ

う
と
し
て
い
た
と
こ
ろ
で
す
。
帰
り
道
の
途
中
で
、

僕
は
頭
が
ふ
ら
ふ
ら
し
て
き
ま
し
た
。
だ
か
ら
、
少

し
歩
道
で
休
憩
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

休
憩
し
て
い
て
も
回
復
す
る
ど
こ
ろ
か
、
も
っ
と
ぐ

っ
た
り
と
し
て
き
ま
し
た
。
体
中
の
力
が
抜
け
て
、

立
て
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
時
に
僕

の
様
子
を
見
か
け
た
男
性
が
僕
の
こ
と
を
心
配
し
て

一
度
通
り
過
ぎ
た
の
に
、
わ
ざ
わ
ざ
戻
っ
て
き
て
く

れ
た
の
で
す
。

　
そ
の
男
性
は
、
自
分
が
羽
織
っ
て
い
た
上
着
を
僕

に
着
せ
、
救
急
車
を
呼
ん
で
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
そ

の
お
陰
で
僕
は
そ
の
ま
ま
病
院
に
行
き
、
ゆ
っ
く
り

と
休
み
、
無
事
に
元
気
に
な
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
そ
の
日
の
夜
、
親
切
な
男
性
に
お
礼
を
い
う
た
め

に
電
話
を
か
け
ま
し
た
。
男
性
は
普
段
は
医
者
と
し

て
働
い
て
お
り
、
僕
と
同
じ
位
の
歳
の
子
ど
も
が
い

る
そ
う
で
す
。
僕
が
、

「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。」

と
伝
え
る
と
、
男
性
は

「
困
っ
た
り
、
苦
し
ん
で
い
た
り
す
る
子
ど
も
を
助

け
る
の
は
当
然
だ
。」

と
言
っ
て
い
ま
し
た
。

僕
の
母
親
が

「
お
礼
の
品
を
送
り
ま
す
。」

と
伝
え
て
も
、

「
当
然
の
こ
と
を
し
た
ま
で
で
す
か
ら
。」

と
、
男
性
は
断
り
ま
し
た
。

　
こ
の
男
性
以
外
に
も
僕
の
友
達
の
お
母
さ
ん
が
偶

然
通
り
か
か
り
、
僕
の
家
は
ど
こ
か
を
色
々
な
人
に

聞
い
て
ま
わ
っ
て
僕
の
自
転
車
や
バ
ッ
グ
を
家
に
届

け
て
下
さ
い
ま
し
た
。
ま
た
、
救
急
車
が
来
る
の
を

待
っ
て
い
る
間
に
も
、
飲
料
水
を
近
く
の
コ
ン
ビ
ニ

で
買
っ
て
き
て
下
さ
い
ま
し
た
。

　
こ
の
友
達
の
お
母
さ
ん
に
も
お
礼
の
気
持
ち
を
伝

え
る
と
、

「
当
然
の
こ
と
だ
か
ら
。」

と
笑
顔
で
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
僕
を
助
け
て
く
れ
た
人
は
ど
ち
ら
も
共
通
し
て
、

「
当
然
の
こ
と
だ
か
ら
。」

と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

　
今
、
こ
の
「
当
然
」
の
行
動
を
と
れ
る
人
は
少
な

い
と
思
い
ま
す
。
実
際
に
、
僕
が
倒
れ
た
と
き
も
、

こ
の
親
切
な
男
性
が
来
て
く
だ
さ
る
ま
で
は
、
何
人

か
の
人
が
僕
の
前
を
通
り
過
ぎ
て
い
き
ま
し
た
。
僕

自
身
も
、
僕
が
通
行
人
の
立
場
に
な
っ
た
と
き
、
あ

の
男
性
の
よ
う
な
行
動
を
瞬
時
に
と
れ
る
か
あ
ま
り

自
信
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
で
迷
子
に
な
っ
て
、
泣
い

て
い
る
子
を
見
て
も
、
か
わ
い
そ
う
だ
な
ぁ
と
は
思

っ
て
も
、「
大
丈
夫
？
」
と
声
を
か
け
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
僕
は
な
ぜ
あ
の
男
性
や
友
達
の
お
母
さ
ん
に
は
で

き
て
、
僕
に
は
で
き
な
か
っ
た
の
か
を
考
え
て
み
ま

し
た
。

　
ま
ず
、
ま
だ
恥
ず
か
し
い
と
い
う
気
持
ち
が
あ
っ

た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
何
も
恥
ず
か
し
い
こ
と
で

は
な
い
し
、
人
を
助
け
る
善
い
行
い
な
の
に
、
何
故

か
恥
ず
か
し
い
と
感
じ
る
自
分
が
い
る
の
で
す
。

　
さ
ら
に
、
責
任
感
の
違
い
だ
と
思
い
ま
す
。
僕
が

や
ら
な
く
て
も
、
き
っ
と
誰
か
が
や
っ
て
く
れ
る
だ

ろ
う
と
い
う
気
持
ち
が
あ
る
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

も
し
、
そ
の
場
に
い
た
全
員
が
「
誰
か
が
や
っ
て
く

れ
る
だ
ろ
う
。」
と
い
う
気
持
ち
で
い
れ
ば
、
そ
の

子
の
悲
し
む
時
間
が
長
く
な
る
し
、
僕
の
よ
う
な
場

合
で
あ
れ
ば
最
悪
の
場
合
、
死
ん
で
し
ま
う
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
一
人
一
人
の
責
任
感
の
な
さ
が
声
を
か

け
ら
れ
な
か
っ
た
原
因
の
一
つ
だ
っ
た
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

　
そ
し
て
、
目
の
前
で
迷
子
に
な
っ
て
い
る
子
ど
も

の
家
族
の
こ
と
ま
で
は
、
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
か
ら

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
子
ど
も
が
迷
子
に
な
る
と

そ
の
子
は
当
然
、
悲
し
む
し
不
安
に
な
り
ま
す
。
し

か
し
、
そ
の
子
ど
も
に
は
保
護
者
の
方
が
お
ら
れ
ま

す
。
迷
子
に
な
っ
て
心
配
し
た
り
、
悲
し
ん
だ
り
す

る
の
は
親
も
同
じ
で
す
。
子
ど
も
の
周
り
の
こ
と
ま

で
考
え
て
い
な
い
か
ら
「
か
わ
い
そ
う
だ
な
ぁ
。」

で
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
ん
だ
と
思
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
僕
は
、「
当
然
」
の
こ
と
を
当
然
に
で

き
る
よ
う
に
、
恥
ず
か
し
が
ら
ず
に
勇
気
を
出
し
、

責
任
感
の
あ
る
行
動
を
し
た
い
で
す
。
当
事
者
以
外

に
も
悲
し
ん
だ
り
、
不
安
に
な
っ
た
り
す
る
人
の
こ

と
も
考
え
て
行
動
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　
そ
の
た
め
に
も
、
ま
ず
は
自
分
の
父
親
や
母
親
、

祖
父
母
や
友
達
な
ど
、
身
近
な
人
が
困
っ
て
い
た
り
、

苦
し
ん
で
い
た
り
し
た
ら
助
け
、
力
に
な
っ
て
い
け

る
よ
う
に
し
た
い
で
す
。

　
苦
し
ん
で
い
る
人
や
助
け
を
求
め
る
人
が
い
た
ら
、

今
の
自
分
の
力
で
で
き
る
こ
と
を
考
え
行
動
し
て
い

き
ま
す
。
そ
し
て
、
自
分
を
助
け
て
く
れ
た
人
た
ち

に
少
し
ず
つ
で
も
近
づ
い
て
い
き
ま
す
。

東
条
中
学
校

二
年
　
柴
�
　
吾
陸

し
ば
さ
き

あ

む

「
声
を
か
け
る
勇
気
」

崎
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　「
え
？
あ
の
人
も
し
か
し
て
障
が
い
者
？
ち
ょ
っ

と
嫌
な
ん
だ
け
ど
！！
」

と
誰
か
が
言
っ
た
の
を
私
は
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
な
ぜ
障
が
い
が
あ
る
と
い
う
だ
け
で
、
そ
ん
な

風
に
見
下
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
か
。

　
私
は
あ
る
陸
上
ク
ラ
ブ
に
通
っ
て
い
ま
し
た
。
そ

こ
に
は
、
障
が
い
の
あ
る
人
た
ち
も
た
く
さ
ん
参
加

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
私
は
、
最
初
は
障
が
い
の
あ
る

人
た
ち
が
苦
手
で
し
た
。
な
ぜ
な
ら
、
ず
っ
と
独
り

言
を
言
っ
て
い
た
り
、
好
き
勝
手
に
行
動
を
し
た
り

す
る
か
ら
で
す
。
し
か
も
、
そ
の
人
を
担
当
の
先
生

が
連
れ
戻
し
に
行
っ
て
時
間
を
と
る
し
、
私
が
全
力

で
走
っ
て
い
た
時
、
急
に
飛
び
出
し
て
き
て
危
な
か

っ
た
時
も
あ
っ
た
し
、
ず
っ
と
名
前
を
呼
ん
で
つ
い

て
来
る
こ
と
も
あ
っ
た
の
で
す
。
そ
れ
に
一
人
の
人

に
何
人
も
の
人
が
つ
い
て
、
な
ん
だ
か
そ
れ
が
、

「
あ
な
た
は
健
康
だ
か
ら
一
人
で
何
で
も
で
き
る
で

し
ょ
う
。」
と
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
、
腹
立
だ
し

か
っ
た
か
ら
で
す
。「
私
た
ち
に
迷
惑
を
か
け
に
き

て
い
る
の
か
？
意
図
的
に
邪
魔
し
た
い
の
か
？
」
と

ず
っ
と
思
い
な
が
ら
最
初
の
こ
ろ
は
走
っ
て
い
ま
し

た
。「
障
が
い
の
あ
る
人
は
一
人
じ
ゃ
何
も
で
き
な

い
く
せ
に
」
と
ず
っ
と
そ
う
思
い
な
が
ら
走
っ
て
い

ま
し
た
。

　
そ
ん
な
私
の
考
え
が
変
わ
り
は
じ
め
た
の
は
、
何

回
か
通
っ
て
、
初
め
は
少
し
避
け
て
い
た
障
が
い
の

あ
る
A
君
と
一
緒
に
走
る
よ
う
に
な
っ
た
頃
で
し
た
。

私
は
今
よ
り
も
っ
と
も
っ
と
速
く
走
れ
る
よ
う
に
な

り
た
い
と
思
い
、
一
生
懸
命
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
走
っ
て
い
る
A
君
は
私
よ
り
も
運

動
量
は
少
な
い
け
ど
、
た
く
さ
ん
の
汗
を
流
し
て
、

私
以
上
に
一
生
懸
命
に
走
っ
て
い
た
の
で
す
。

　
そ
の
時
、
私
は
思
い
ま
し
た
。「
障
が
い
と
い
う

壁
を
乗
り
越
え
必
死
に
努
力
し
て
い
る
ん
だ
な
。
障

が
い
の
あ
る
人
も
障
が
い
の
あ
る
人
な
り
に
頑
張
っ

て
い
る
の
だ
な
。
い
や
、
障
が
い
の
あ
る
人
な
り
に

と
い
う
言
葉
は
間
違
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
障

が
い
の
あ
る
人
も
私
た
ち
と
同
じ
よ
う
に
一
生
懸
命

に
努
力
し
て
い
る
だ
。」
と
。

　
障
が
い
と
い
う
ハ
ン
デ
が
あ
っ
て
も
そ
れ
に
押
し

つ
ぶ
さ
れ
ず
、
生
き
抜
こ
う
と
し
て
い
る
姿
は
と
て

も
た
く
ま
し
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
私
は
、
障
が
い
の
あ
る
人
た
ち
に
は
嬉
し
い
と
い

う
感
情
は
あ
っ
て
も
、「
悲
し
い
」
や
「
嫌
だ
」
な

ど
と
い
う
感
情
は
な
い
も
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

今
思
う
と
、
本
当
に
恥
ず
か
し
く
思
い
ま
す
。

　
私
が
そ
の
よ
う
に
感
じ
た
の
は
、
A
君
と
の
あ

る
こ
と
が
き
っ
か
け
で
し
た
。
ま
だ
、
A
君
の
こ

と
を
苦
手
に
思
っ
て
い
た
こ
ろ
で
す
。
A
君
が
近

寄
っ
て
き
た
と
き
、
私
は
何
回
か
避
け
て
し
ま
っ
た

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
す
る
と
、
次
の
週
か
ら
A

君
は
私
に
だ
け
は
近
寄
っ
て
こ
な
い
よ
う
に
な
っ
た

の
で
す
。
そ
れ
で
気
づ
い
た
の
で
す
。
私
の
行
動
が

A
君
を
傷
つ
け
て
し
ま
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
を
。

本
当
に
失
礼
な
こ
と
を
し
て
い
た
と
深
く
反
省
し
ま

し
た
。

　
そ
ん
な
私
に
比
べ
、
陸
上
ク
ラ
ブ
の
コ
ー
チ
た
ち

は
A
君
た
ち
を
ひ
い
き
す
る
の
で
は
な
く
、
私
た

ち
と
同
じ
よ
う
に
接
し
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
A

君
が
急
に
「
ガ
タ
ン
ゴ
ト
ン
ガ
タ
ン
ゴ
ト
ン
」
と
電

車
ご
っ
こ
を
し
な
が
ら
近
寄
っ
て
き
て
も
、
私
な
ら

少
し
怖
く
て
逃
げ
て
し
ま
い
そ
う
だ
け
ど
、
コ
ー
チ

た
ち
は
一
緒
に
な
っ
て
、
一
つ
も
嫌
な
顔
を
せ
ず
、

優
し
く
対
応
し
て
い
ま
し
た
。
コ
ー
チ
た
ち
が
当
た

り
前
の
よ
う
に
で
き
る
行
動
を
、
い
つ
か
私
も
当
た

り
前
に
で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い
と
強
く
思
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、「
障
が
い
の
あ
る
人
は
一
人
じ
ゃ
生
き
て

い
け
な
い
く
せ
に
」
と
い
う
考
え
も
間
違
っ
て
い
た

こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。
私
も
一
人
じ
ゃ
生
き
て
い

け
ま
せ
ん
。
同
じ
人
間
な
の
に
障
が
い
の
あ
る
人
を

ま
る
で
弱
い
者
い
じ
め
の
よ
う
に
け
な
し
た
り
、
不

平
等
に
比
べ
て
し
ま
っ
た
り
し
て
い
た
自
分
が
本
当

に
情
け
な
く
な
り
ま
し
た
。

　
私
は
Ａ
君
の
こ
と
を
通
し
て
、
障
が
い
の
あ
る
人

た
ち
が
誰
一
人
差
別
さ
れ
る
こ
と
が
な
く
、
私
た
ち

と
同
じ
よ
う
に
日
々
、
一
生
懸
命
に
生
き
て
い
け
る

社
会
に
つ
い
て
改
め
て
考
え
ま
し
た
。

　
私
は
、
誰
も
が
平
等
な
立
場
で
平
等
に
権
利
を
持

ち
、
助
け
合
っ
て
生
き
て
い
く
の
が
望
ま
し
い
社
会

だ
と
思
い
ま
す
。
そ
ん
な

社
会
に
向
け
、
私
は
ま
ず
、

障
が
い
の
あ
る
人
た
ち
の

人
権
が
守
ら
れ
る
よ
う
私

に
で
き
る
こ
と
を
や
っ
て

い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

兵
庫
教
育
大
学
附
属
中
学
校

二
年
　
石
井
　
陽
菜

い
し

い

ひ

な

「
同
じ
人
間
じ
ゃ
な
い
か
！
」
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講
師
：
伊
藤 

真
波
さ
ん

　（
元
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
水
泳

　
日
本
代
表
・
義
手
の
看
護
師
）

◆
２０
歳
の
と
き
、
事
故
で
利
き

腕
の
右
腕
を
失
う
。
義
手
を

神
戸
で
作
っ
た
こ
と
が
縁
で
、

神
戸
市
内
の
病
院
で
日
本
初

の
義
手
の
看
護
師
と
な
り
、

リ
ハ
ビ
リ
の
一
環
で
始
め
た

水
泳
で
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
日

本
代
表
に
も
選
ば
れ
ま
し
た
。

◆
講
演
で
は
、
事
故
で
片
腕
を
失
っ
て
か
ら

の
苦
労
や
挫
折
を
味
わ
い
な
が
ら
、
看
護

師
と
し
て
、
ま
た
、
ス
イ
マ
ー
と
し
て
歩

ん
だ
道
の
り
を
バ
イ
オ
リ
ン
演
奏
を
交
え

な
が
ら
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◆
児
童
の
感
想

　
私
は
伊
藤
先
生
が
来
た

と
き
、
本
当
に
障
が
い
を

も
っ
て
い
る
の
か
な
と
思

い
ま
し
た
。
理
由
は
、
と

て
も
笑
顔
だ
っ
た
か
ら
で

す
。
私
が
講
演
会
で
す
ご

い
と
思
っ
た
の
は
、
最
後
の
バ
イ
オ
リ
ン

で
す
。
義
手
で
弾
い
て
い
た
の
に
、
き
れ

い
な
音
が
出
て
い
た
の
で
、
す
ご
い
と
思

い
ま
し
た
。
話
を
聞
い
て
思
っ
た
こ
と
は
、

自
分
一
人
で
は
何
も
で
き
な
い
と
い
う
こ

と
で
す
。
伊
藤
先
生
は
、
お
母
さ
ん
や
お

父
さ
ん
に
支
え
ら
れ
て
い
る
と
言
っ
て
い

ま
し
た
。
私
は
、
周
り
に
た
く
さ
ん
の
人

が
居
る
こ
と
に
感
謝
し
て
、
こ
れ
か
ら
過

ご
し
た
い
で
す
。

「
あ
き
ら
め
な
い
心
」

「
あ
き
ら
め
な
い
心
」日

時
　
平
成
29
年
10
月
10
日

（火）

対
象
　
社
・
福
田
・
米
田
・
三
草
・
鴨

　
　
　
川
小
学
校
の
5
・
6
年
生

‥‥

日
時
　
平
成
29
年
10
月
2
日

（月）

対
象
　
滝
野
東
・
滝
野
南
小
学
校

　
　
　
の
5
・
6
年
生

‥‥

日
時
　
平
成
29
年
9
月
29
日

（金）

対
象
　
東
条
東
・
東
条
西
小
学
校

　
　
　
の
5
・
6
年
生

‥‥

5・6年生児童と、市立中学校全校生を対象に、講演会を開催しました。5・6年生児童と、市立中学校全校生を対象に、講演会を開催しました。

講
師
：
山
本 

文
子
さ
ん

　（
い
の
ち
咲
か
せ
た
い
代
表
・

　
助
産
師
）

◆
い
の
ち
の
現
場
で
働
く
助
産

師
と
し
て
の
経
験
を
も
と
に

「
自
分
が
育
っ
て
き
た
時
代

の
大
家
族
の
よ
う
な
施
設
を

つ
く
り
た
い
」
と
助
産
院
、

保
育
所
、
お
母
さ
ん
と
小
さ

い
お
子
さ
ん
が
集
う
お
や
こ

ひ
ろ
ば
、
高
齢
者
の
方
々
が

通
わ
れ
る
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
が

　
複
合
す
る
施
設
を
作
り
ま
し
た
。「
い
の
ち
っ
て
あ
た
た

か
い
!!
」
と
命
の
大
切
さ
を
語
り
続
け
て
い
ま
す
。

◆
講
演
で
は
、「
あ
な
た
た
ち
が
生
ま
れ
て
き
た
こ
と
は
奇
跡

の
出
来
事
。
あ
な
た
た
ち
は
、
折
り
紙
に
針
で
穴
を
開
け
た

ぐ
ら
い
の
大
き
さ
の
卵
子
と
精
子
が
結
び
合
っ
て
、
こ
こ
ま

で
大
き
く
育
っ
た
の
。
だ
か
ら
、
自
分
を
大
切
に
し
て
。」

と
お
話
し
さ
れ
ま
し
た
。

◆
児
童
の
感
想

　
山
本
さ
ん
の
話
を
聞
い
て
、「
産
ま
れ
る
こ
と
は
、
す

ご
い
こ
と
」「
や
ら
ず
し
て
、
あ
き
ら
め
る
な
」
と
い
う

こ
と
が
心
に
残
り
ま
し
た
。
ぼ
く
は
、
す
ぐ
に
あ
き
ら
め

て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
の
で
、
あ
き
ら
め
ず
最
後
ま
で
が

ん
ば
っ
て
み
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。
ぼ
く
は
、
時
々
、
反

抗
す
る
時
が
あ
り
ま
す
。
反
抗
し
た
ら
怒
ら
れ
る
け
ど
、

ま
た
、
し
て
し
ま
い
ま
す
。
お
母
さ
ん
は
、
大
変
な
思
い

を
し
て
産
ん
で
く
れ
て
育
て
て
く
れ
た
の
に
、
と
ん
で
も

な
い
こ
と
を
し
て
い
た
な
、
と
本
当
に
思
い
ま
し
た
。
す

ご
く
い
い
話
を
聞
か
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

「
い
の
ち
輝
く
た
め
に

　
　
〜
い
の
ち
っ
て
あ
っ
た
か
い
ね
〜
」

「
い
の
ち
輝
く
た
め
に

　
　
〜
い
の
ち
っ
て
あ
っ
た
か
い
ね
〜
」

講
師
：
福
永 

宅
司
さ
ん

（
子
ど
も
の
学
び
館

　
　
　
　
　
　
　
代
表
取
締
役
）

◆
小
学
校
教
諭
・
大
学
講
師
を

経
て
、
現
在
は
九
州
を
拠
点

に
し
て
、
精
力
的
に
講
演
活

動
や
一
人
芝
居
、
私
塾
の
経

営
を
さ
れ
な
が
ら
、
子
ど
も

や
保
護
者
の
支
援
を
さ
れ
て

い
ま
す
。

◆
講
演
で
は
、
知
的
な
遅
れ
と
身
体
障
が
い
が
あ
り
な
が
ら

も
明
る
く
健
気
に
生
き
る
「
も
も
子
」
と
、
妹
思
い
の
兄

や
そ
の
友
人
ら
を
一
人
で
力
強
く
演
じ
ら
れ
、
友
情
・
家

族
愛
・
命
の
大
切
さ
を
伝
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◆
児
童
の
感
想

　
私
は
講
演
会
で
の
一
人
芝
居
を
見
て
、
重
い
病
気
を

も
つ
「
も
も
子
」
の
お
話
に
涙
が
ぼ
ろ
ぼ
ろ
流
れ
て
い

き
ま
し
た
。
も
も
子
は
自
分
が
重
い
病
気
で
あ
る
こ
と

を
知
っ
て
い
て
も
、
元
気
と
笑
顔
い
っ
ぱ
い
で
毎
日
を

過
ご
し
て
い
ま
し
た
。
も
し
、
私
が
も
も
子
と
同
じ
重

い
病
気
で
い
た
ら
、
き
っ
と
泣
い
て
い
て
、
も
も
子
み

た
い
に
元
気
と
笑
顔
で
毎
日
を
過
ご
せ
な
い
と
思
い
ま
す
。

も
も
子
は
生
き
て
い
る
時
間
一
秒
一
秒
を
大
切
に
し
て

い
て
、
か
っ
こ
い
い
と
思
い
ま
し
た
。
私
の
お
姉
ち
ゃ

ん
は
、
も
も
子
が
通
っ
て
い
た
特
別
支
援
学
校
に
行
っ

て
い
ま
す
。
お
姉
ち
ゃ
ん
の
友
達
に
は
、
い
ろ
い
ろ
障

が
い
の
あ
る
子
が
い
ま
す
。
そ
の
子
た
ち
も
元
気
い
っ

ぱ
い
の
毎
日
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。
私
は
、
今
日
の
お

話
を
聞
い
て
、
障
が
い
の
あ
る
子
た
ち
と
も
仲
良
く
し

た
い
で
す
。

「
一
人
芝
居
”も
も
子
“」
を
通
し
て

〜
子
ど
も
た
ち
へ
命
の
尊
さ
を
伝
え
ま
す
〜
」

「
一
人
芝
居
”も
も
子
“」
を
通
し
て

〜
子
ど
も
た
ち
へ
命
の
尊
さ
を
伝
え
ま
す
〜
」

平成３０年３月１日 （１０）小中学校人権教育講演会



「
笑
う
門
に
は
福
来
た
る

　

〜
い
じ
め
ら
れ
っ
子
の
僕
が

　
落
語
家
に
な
っ
た
わ
け
〜
」

社・滝野・東条の3地域の市立小学校社・滝野・東条の3地域の市立小学校

講
師
：
宮
本 

延
春
さ
ん

　
　
　
　
（
元
高
校
教
諭
）

◆
幼
い
頃
か
ら
の
い
じ
め
で

成
績
は
「
オ
ー
ル
１
」。

　
２３
歳
で
物
理
学
に
興
味
を

も
ち
、
九
九
か
ら
猛
勉

強
し
直
し
、
名
古
屋
大

学
合
格
。
高
校
教
諭
を

経
て
、
現
在
は
執
筆
・

講
演
活
動
で
ご
活
躍
さ

れ
て
い
ま
す
。

◆
講
演
で
は
、
人
の
価
値
は
存
在
そ
の
も
の
に
あ
る
こ
と
や
、

普
段
当
た
り
前
に
思
っ
て
い
る
こ
と
に
感
謝
す
る
こ
と
な
ど

を
お
話
し
い
た
だ
き
、
多
く
の
生
徒
の
心
に
響
き
ま
し
た
。

帰
る
前
に
握
手
を
求
め
る
中
学
生
に
笑
顔
で
エ
ー
ル
を
送
ら

れ
ま
し
た
。

◆
生
徒
の
感
想

　
今
日
の
講
演
会
は
今
ま
で
で
一
番
笑
っ
た
し
、
一
番
心

に
残
る
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
親
に
勉
強
し
ろ

っ
て
言
わ
れ
る
と
、
よ
け
い
に
や
る
気
を
な
く
す
し
、
反

抗
し
た
り
し
て
し
ま
う
け
ど
、
そ
う
や
っ
て
言
っ
て
く
れ

る
人
が
い
な
け
れ
ば
、
ダ
メ
な
自
分
に
気
づ
か
な
い
ま
ま

か
も
し
れ
な
い
の
で
、
言
っ
て
く
れ
る
人
が
い
る
こ
と
に

感
謝
し
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。
人
に
優
し
く
す
れ
ば
自
分

に
も
優
し
さ
が
返
っ
て
く
る
の
で
、
友
達
な
ど
を
大
切
に

し
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。
ま
た
、
私
も
あ
ま
り
裕
福
な
家

庭
で
は
な
い
の
で
、
宮
本
さ
ん
の
話
に
は
共
感
す
る
こ
と

ば
か
り
で
し
た
。
そ
し
て
、
自
分
も
早
く
働
い
て
少
し
で

も
家
計
を
支
え
て
い
け
る
よ
う
に
し
た
い
で
す
。
気
づ
か

さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
い
い
講
演
会
で
し
た
。

◆
生
徒
の
感
想

　
林
家
染
太
さ
ん
自
身
、
中
学
生
の
頃
に

い
じ
め
を
受
け
て
い
て
、
と
て
も
辛
い
体
験
を

さ
れ
て
き
た
方
な
の
で
、
今
日
の
講
演
会
は
と
て
も
説
得
力

が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
「
吐
く
」
の
話
で
口
か
ら
プ
ラ
ス

の
言
葉
ば
か
り
発
し
て
い
た
ら
、
夢
は
叶
う
と
言
っ
て
い
た

の
で
、
こ
れ
か
ら
は
マ
イ
ナ
ス
発
言
を
し
な
い
よ
う
に
心
が

け
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。
ま
た
、
命
は
と
て
も
大
切
な
も
の

だ
と
改
め
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ど
ん
な
に
辛
く
て
も
、

何
度
も
死
に
た
い
と
思
っ
て
も
、
必
ず
こ
れ
か
ら
の
未
来
に

は
楽
し
い
こ
と
が
待
っ
て
い
る
と
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

講
師
：
林
家 

染
太
さ
ん
（
落
語
家
）

◆
天
満
天
神
繁
昌
亭
を
ホ
ー
ム
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
、
全
国
各
地
の
落

語
会
、
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
で
活
躍
さ
れ
る
中
、「
人
権
落
語
講
演
」

も
精
力
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

◆
講
演
で
は
、
中
学
時
代
に
壮
絶
な
い
じ
め
を
乗
り
越
え
た
経
験

や
、
落
語
を
通
し
て
学
ん
だ
数
々
の
教
訓
を
も
と
に
、
人
と
人

と
の
つ
な
が
り
の
大
切
さ
等
に
つ
い
て
、
落
語
を
交
え
て
話
さ

れ
ま
し
た
。

◆
生
徒
の
感
想

　
今
ま
で
私
は
、「
な
ん
で
私
を
産
ん
だ
ん
だ
」
と
思

う
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
辛
い
こ
と
が
あ
る
と
、「
私

な
ん
て
生
ま
れ
て
こ
な
け
れ
ば
よ
か
っ
た
」
と
か
「
な

ん
で
産
ま
れ
て
き
た
ん
だ
」
と
考
え
る
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
。
で
も
、
今
、
友
達
と
楽
し
く
過
ご
し
て
い
ら
れ

る
の
は
、
お
母
さ
ん
が
大
変
な

思
い
を
し
て
ま
で
、
私
を
産
ん

で
く
れ
た
か
ら
だ
と
実
感
し
ま

し
た
。
こ
の
講
演
で
は
、
命
の

大
切
さ
を
教
え
ら
れ
ま
し
た
。

「
オ
ー
ル
1
の
落
ち
こ
ぼ
れ
、

　
　
　
　
　
　
　
教
師
に
な
る
」

「
オ
ー
ル
1
の
落
ち
こ
ぼ
れ
、

　
　
　
　
　
　
　
教
師
に
な
る
」

講
師
：
山
本 

文
子
さ
ん

（
い
の
ち
咲
か
せ
た
い
代

表
・
　

助
産
師
）

◆
今
年
度
、
２
度
目
の
オ
フ

ァ
ー
で
す
。
思
春
期
の
子

ど
も
た
ち
、
子
育
て
中
の

お
母
さ
ん
た
ち
だ
け
で
な

く
、
社
会
人
と
し
て
お
仕

事
を
さ
れ
て
い
る
方
や
高

齢
者
の
方
々
に
も
「
い
の

ち
っ
て
あ
た
た
か
い
!!
」「
性
は
心
が
生
き
る
こ
と
」
と

熱
い
思
い
を
伝
え
て
い
ま
す
。

◆
講
演
で
は
、
中
絶
の
現
場
に
多
数
立
ち
会
っ
た
助
産
師
の

経
験
か
ら
、
性
教
育
を
中
心
に
、
自
分
の
か
ら
だ
を
大
切

に
す
る
だ
け
で
な
く
、
相
手
の
心
も
か
ら
だ
も
思
い
や
れ

る
素
敵
な
人
に
な
っ
て
欲
し
い
。
そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
訪

れ
る
素
敵
な
人
と
の
出
会
い
の
た
め
に
、
自
分
を
高
め
て

い
こ
う
、
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

日
時
　
平
成
29
年
11
月
18
日
（土）

対
象
　
滝
野
中
学
校
全
校
生

‥‥

日
時
　
平
成
29
年
12
月
2
日
（土）

対
象
　
社
中
学
校
全
校
生

‥‥

「
い
の
ち
輝
く
た
め
に

　
　
〜
い
の
ち
と
性
を
考
え
る
〜
」

「
い
の
ち
輝
く
た
め
に

　
　
〜
い
の
ち
と
性
を
考
え
る
〜
」

「
笑
う
門
に
は
福
来
た
る

　

〜
い
じ
め
ら
れ
っ
子
の
僕
が

　
落
語
家
に
な
っ
た
わ
け
〜
」

（１１）小中学校人権教育講演会 平成３０年３月１日

日
時
　
平
成
29
年
11
月
25
日
（土）

対
象
　
東
条
中
学
校
全
校
生

‥‥



社こども園（5歳児）

みんなで仲良く　手を取り合って　笑顔を増やそう
世界中に広がれ　友達の輪

社こども園（4歳児）

散歩に出かけて　いろんな虫をみつけたよ。
小さな虫も一生懸命いきているんだね。

椿山保育園（5歳児）

大きく育った さつまいも。
みんなで力を合わせて　いもほりを がんばります。

泉保育園（5歳児）

笑顔がいっぱい嬉しいね。
大好きなお友だちと ずっとずっと仲良しでいられますように♪

東古瀬こども園（5歳児）

「とびおりるの こわかった。
でも、みんなとあそべて よかった！」

はっぱからの おたよりです。

正覚坊こども園（5歳児）

友だちと心を合わせた合奏。
音楽を聞いて虫や動物たちがやって来たよ！

みんなで合奏、楽しいね！！

市内の保育園・認定こども園・幼稚園に通う園児たちが、思い
やりや助け合いの気持ちをテーマに共同作品を作成しました。

平成３０年３月１日 （１２）園児らの共同作品



米田こども園（5歳児）

「いーれて！」「いいよ！」「ありがとう！」
それは魔法の言葉。

みんな仲良し！みんなだーいすき！

三草こども園（5歳児）

365 歩のマーチの歌詞のように、
１歩ずつ大きくなっていく、
こぐまぐみのなかまたち。

鴨川保育園（4・5歳児）

自分の思いを出しながら、
みんなで作りあげた運動会の表現遊び。

力を合わせる喜びを感じました。

加茂こども園（5歳児）

大好きな仲間の命を見事に守り通し、
みんなに感謝されたエルフの生き方は、

愛に満ち、輝いていた。

たきの愛児園（5歳児）

みんなで心を一つにして　何事も最後まで頑張れる
まつ組になろう！

高岡育児園（5歳児）

みんな　なかよし　にこにこえがお！
えがおでいると　しあわせなきもちになるね。

平成３０年３月１日（１３）園児らの共同作品



河高保育園（5歳児）

みんながいるから　がんばれる。
ちからをあわせて　１ＵＰ！

東条こども園（5歳児）

動物の表現あそびをしました。
ひとりでは出来ないことも、

みんなで協力すれば大きな象にもなれました。

秋津保育園（5歳児）

くじけそうなときでも
力をあわせたら、きっと大丈夫だよね。

ともだちっていいね。

さくら保育園（5歳児）

組体操のピラミッドのように、
世界のみんなと力を合わせ

心を合わせて過ごせますように！

社幼稚園（5歳児）

皆が入れる大きな基地を作ろう！
1 人ではできなくても、皆で力を合わせれば、

ステキな基地の出来上がり！

福田幼稚園（4・5歳児）

みんなの えがおが
うちゅうに とどきますように・・・

平成３０年３月１日 （１４）園児らの共同作品



第11期加東市民人権講座修了者一覧
第１１期加東市民人権講座を３回（２回と補講を含む）受講され、修了された皆さんです。
さまざまな人権課題について学習していただきました。学んでいただいたことを活かし、地域のリーダーと
してご活躍されることを期待いたします。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

田尻憲昭　依藤嘉仁

宮野　勇　吉田伊佐見

服部正法　廣畑宏幸　渡川時示

小紫吉猛　藤原　勉　真木康行　小丸道広

松岡達哉　松井　敏�

藤原千昭　溝口健士　岡田利之�

藤井寿美子　藤原由美子� 

井上正一　宮野真弓　稲岡葉子　藤原わさ

藤本千秋　田中京子� 

藤本真佐子� 

堀内正美　堀内正利� 

吉田崇志　吉田留美子� 

田渕大樹　藤本貴之　竹内一仁�

上月洋子�  

前田芳郎　中谷浅雄　前田まゆみ�

田中誠二　松井多津子　松井ひとみ

亀野信樹　依藤幹男

増本慶子�  

石井純久　岸本具世� 

西角昌博　澤井英昭� 

玉井満男　小林芳樹� 

時本孝義　達可正文　壷井一好�

�見雅徳　山矢孝子�

井上智恵美　友藤加代子� 

小林美佐子　小林美鈴� 

小紫　保　小紫淑正　小紫保博�

服部義廣　谷川俊也� 

山中輝雄　山口　隆� 

山田義樹�  

丸山吉正�  

藤本辰男�  

西村　香　芝田ゆかり　伊藤鈴慕�

山本　明　西山孝博　大塩裕和�

中村英明 

松村考博　上月康暢� 

広畑恭子　広畑実男　大久保　翔�

藤原　智�  

鷹尾講市　井上　光� 

吉田智樹�  

宮口省吾　大畑庄平� 

大畑雄介�  

永井正彦　松本敏夫� 

加門　正　堀　健太郎　丸山順子　中野美穂

鵜野悠美　吉村園美　黒崎智子

蓬莱千秋　満田由美　岡田美樹　熊倉一郎

藤本　博　大久保　優　村上啓吾　大野　修

井上宇享　中川健司　西山俊之　丸山雅章

尾縣千秋　阿江　孝� 

西村敬子　西田祐加　松下靖彦　内橋広道� 

神戸隆男　末廣泰久　神戸祥子�

中橋文代　上月明美　原田初美�

西口真也　竹内秀一� 

藤本康彦　大橋重美� 

小林義一　藤井聖三　丸山佳久　横山由光�  

井上憲昭　菅野和孝　北村浩一郎　三宅幸浩

小田口喜久次� 

今川勝秀　田中徹男� 

日置達則　平尾幸司　井澤孝浩

池本泰基� 

宮永康昌�  

石田浩之　今田有加里� 

新谷慶太�  

谷口晶子　小坂征幸� 

橋本政明�  

合元貴裕�  

宮田智賀子�  

藤本浩司　藤原洋美� 

田中孝明� 

西本良秋　西本順子� 

石田由美子　石田純子� 

小薮富也�  

寺本　隆　吉田恵理� 

土肥孝徳　佐之瀬裕章� 

藤原政男　土肥忠弘� 

古田　進　古田由美� 

土肥義輝�  

柴崎茂昭�  

岩崎一彦�  

【社一区】

【社二区】

【社三区】

【社四区】

【社五区】

【ひろのが

丘 】

【 嬉野台団

地 】

【山　国】

【松　尾】

【田　中】

【貝　原】

【野　村】

【西垂水】

【窪　田】

【家　原】

【上　中】

【 上 中 団

地 】

【喜　田】

【沢　部】

【福　吉】

【上　田】

【大　門】

【西古瀬】

【中古瀬】

【東古瀬】

【屋　度】

【東　実】

【　畑　】

【廻　渕】

【池之内】

【上久米】

【下久米】 

【上三草】

【下三草】

【藤　田】

【山　口】 

【牧　野】 

【吉　馬】

【上鴨川】

【下鴨川】

【平　木】

【上滝野】

【下滝野】

【新　町】

【北　野】

【穂　積】

【稲　尾】

【曽　我】

【多井田】

【河　高】

【高　岡】

【桜　台】

【天　神】 

【古　家】

【秋津台】

【西　戸】

【少分谷】

【貞　守】

【長　井】

【　森　】

【南　山】 

【岡　本】

【岩　屋】 

【森　尾】

【新　定】 

【小　沢】

【栄　枝】

【厚　利】 

【松　沢】 

【東垂水】 

高

平成３０年３月１日（１５）第１１期市民人権講座修了者一覧



加
東
市
人
権
･
同
和
教
育
研
究
協
議
会

　
住
民
学
習
推
進
部
会

■
活
動
の
総
括

（
平
成
３０
年
１
月
末
現
在
）

　
各
地
区
で
の
年
間
事
業
も
定
着

し
て
き
ま
し
た
。
差
別
解
消
に
向

け
て
の
人
権
学
習
で
講
師
招
へ
い

や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
視
聴
に
よ
る
学
習
会
の

開
催
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
三
世
代
交
流
を
め
ざ
し

た
ふ
れ
あ
い
活
動
や
、
近
隣
地
区

と
の
交
流
も
含
め
て
さ
ま
ざ
ま
な

活
動
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　
参
加
者
の
増
加
を
め
ざ
し
て
地

区
の
事
業
や
視
察
研
修
等
、
人
の

集
ま
る
機
会
を
う
ま
く
活
用
し
て
、

人
権
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
視
聴
し
た
り
、
い

じ
め
に
つ
い
て
話
を
し
た
り
す
る

な
ど
、
よ
く
工
夫
さ
れ

た
取
組
が
見
ら
れ
ま
す

が
、
人
権
学
習
と
な
る

と
、
参
加
者
が
固
定
し

て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

　
一
方
で
、
住
み
よ
い

ま
ち
づ
く
り
活
動
と
連

携
し
て
、
地
区
を
あ
げ

て
の
「
ふ
れ
あ
い
祭
り
」

「
伝
統
行
事
」「
ラ
ジ
オ

体
操
」「
ク
リ
ー
ン
活

動
」
等
の
実
施
で
三
世
代
交
流
の

取
組
は
定
着
し
て
き
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
年
間
を
通
じ
て｢

人

権
啓
発
紙｣

や
「
地
区
だ
よ
り
」

を
発
行
さ
れ
た
地
区
も
あ
り
ま
す
。

■
学
習
内
容

①「
風
の
匂
い
」
を
視
聴
し
て

　
今
年
度
の
啓
発
Ｄ
Ｖ
Ｄ
「
風
の

匂
い
」
は
、
障
が
い
者
の
人
権
を

テ
ー
マ
に
合
理
的
配
慮
と
は
な
に

か
と
い
う
視
点
か
ら
描
い
て
い
ま

す
。
見
る
方
々
が
自
分
自
身
の
問

題
と
し
て
考
え
る
き
っ
か
け
と
な

る
ド
ラ
マ
教
材
で
し
た
。

　
多
く
の
地
域
で
活
発
な
学
習
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

《
感
想
よ
り
》（
抜
粋
）

●
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
通
し
て
、
障
が
い
者

に
対
す
る
気
遣
い
や
配
慮
が
必

要
だ
と
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
、

我
々
の
考
え
方
を
変
え
る
こ
と

で
、
障
が
い
者
に
対
す
る
壁
は

取
り
除
け
る
と
い
う
こ
と
も
確

認
で
き
た
。

●
障
が
い
者
の
目
線
で
世
の
中
を

見
る
こ
と
、
考
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
障
が
い
の
あ
る
人

に
対
し
て
、
何
が
で
き
る
の
か
、

人
に
や
さ
し
い
社
会
を
つ
く
る

こ
と
が
、
大
切
で
あ
る
こ
と
を

学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

●
人
権
問
題
の
中
で
も
多
く
の
人

が
身
近
に
感
じ
て
い
る
題
材
で

あ
っ
た
か
ら
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
障
が
い
の
あ
る
人
に
対

す
る
理
解
や
配
慮
を
自
分
た
ち

の
問
題
と
し
て
考
え
る
良
い
機

会
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

②
他
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
視
聴
し
て

　
以
下
の
よ
う
な
Ｄ
Ｖ
Ｄ
が
貸
し

出
さ
れ
ま
し
た
。

「
シ
リ
ー
ズ
映
像
で
見
る
人
権
の

歴
史
」
第
１
・
２
・
３
・
４
・
５
・

６
巻

「
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
を
知
ろ
う
」

「
す
べ
て
の
人
々
の
幸
せ
を
願
っ
て
」

「
日
常
の
人
権
Ⅰ
・
Ⅱ
」

「
外
国
人
と
人
権
」

「
障
が
い
者
理
解
一
歩
進
め
よ
う
」

「
い
じ
め
と
戦
お
う
〜
私
た
ち
に

で
き
る
こ
と
〜
」

「
同
和
問
題
　
未
来
に
向
け
て
」

「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
人
権
」

「
私
た
ち
の
人
権
宣
言
」

《
Ｄ
Ｖ
Ｄ
紹
介
》

シ
リ
ー
ズ
映
像
で
み
る
人
権
の
歴
史

　
今
年
度
、
５
巻
、
６
巻
を
購
入

し
ま
し
た
。
こ
れ
で
、
部
落
差
別

の
起
源
か
ら
現
在
ま
で
の
人
権
の

歴
史
６
巻
が
そ
ろ
い
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
制
作
さ
れ
る
よ
う
で
す

の
で
、
そ
の
都
度
、
購
入
し
紹
介

し
て
い
き
ま
す
。
ご
覧
に
な
る
だ

け
で
も
部
落
問
題
の
認
識
が
新
た

に
な
る
と
思
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
活

用
く
だ
さ
い
。

③
講
演
会
等

　
講
師
を
招
い
て
の
講
演
会
・
学

習
会
が
１６
地
区
で
実
施
さ
れ
ま
し

た
。

《
主
な
感
想
》

●
今
日
ま
で
長
い
間
、
同
和
教
育

を
学
ん
で
き
た
と
思
っ
て
い
ま

し
た
が
、
今
日
初
め
て
被
差
別

部
落
の
起
源
を
分
か
り
や
す
く

教
え
て
も
ら
っ
た
よ
う
な
気
が

し
ま
す
。

《
主
な
講
師
》（
順
不
同
）

・
春
川
政
信
さ
ん

・
大
東
太
郎
さ
ん

・
鹿
多
証
道
さ
ん

・
小
林
　
茂
さ
ん

・
近
藤
文
好
さ
ん

・
西
田
千
枝
子
さ
ん

・
ち
め
い
ど 

雄
介
雄
大
さ
ん

・
小
林
怜
子
さ
ん

・
桂
　
文
福
さ
ん

・
山
本
邦
夫
・
久
野
勝
久
推
進
員 講師を招いての学習会の様子

平成３０年３月１日 （１６）市同教の活動ほか



「
人
権
を
考
え
る
市
民
の
つ
ど
い
」

「
人
権
を
考
え
る
市
民
の
つ
ど
い
」

「
人
権
を
考
え
る
市
民
の
つ
ど
い
」

　
学
校
教
育
部
会

■
公
開
授
業
・
保
育

　
学
校
教
育
部
会
で
は
、
年
間
３
回

の
人
権
・
同
和
学
習
の
公
開
授
業
・

保
育
を
行
っ
て
い
ま
す
。
２４
名
の
部

員
が
参
観
し
、
公
開
後
の
研
究
協
議

を
通
し
て
、
人
権
課
題
の
解
決
に
迫

る
授
業
・
保
育
改
善
に
努
め
て
い
ま

す
。
２
月
１０
日
（土）
に
行
わ
れ
た
「
人

権
を
考
え
る
市
民
の
つ
ど
い
」
で
は
、

学
校
教
育
部
会
の
取
組
と
し
て
、
兵

庫
教
育
大
学
附
属
幼
稚
園
の
実
践
を

発
表
し
ま
し
た
。

滝
野
中
学
校
公
開
授
業（
１１
月
１３
日
）

・
第
２
学
年

・
指
導
者
　
家
本
典
子
さ
ん

・
題
　
材
　「
言
葉
の
向
こ
う
に
」

・
ね
ら
い
　
加
奈
子
の
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
上
の
書
き
込
み
内
容
や
、
忠
告

を
受
け
た
加
奈
子
の
気
持
ち
を
考
え

る
こ
と
を
通
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立

場
を
尊
重
し
、
寛
容
の
心
を
も
っ
た

コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ

ン
の
大
切

さ
を
理
解

し
て
、
人

権
に
配
慮

し
た
情
報

発
信
が
で

き
る
判
断

力
を
育
て

る
。

・
参
観
者
の
感
想
　
資
料
の
中
の
そ

れ
ぞ
れ
の
場
面
で
ど
の
よ
う
な
気
持

ち
や
考
え
だ
っ
た
か
、
生
徒
自
身
に

考
え
さ
せ
る
こ
と
で
気
づ
き
や
他
の

人
の
意
見
や
考
え
に
も
気
づ
く
こ
と

が
で
き
る
授
業
で
し
た
。
私
も
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
大
切
さ
や
自

分
の
思
い
や
考
え
を
伝
え
る
こ
と
、

人
の
思
い
を
知
る
こ
と
の
き
っ
か
け

に
な
る
よ
う
な
保
育
を
実
践
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

兵
庫
教
育
大
学
附
属
幼
稚
園
公
開

保
育
　
　
　
　
　
　
　（
１１
月
１５
日
）

・
４
才
児

・
指
導
者
　
石
田
智
子
さ
ん

・
テ
ー
マ
　「
子
育
て
ひ
ろ
ば
（
未

就
園
児
と
の
交
流
）
で
一
緒
に
歌
と

楽
器
で
楽
し
も
う
。」

・
ね
ら
い

　
未
就
園

児
に
親
し

み
や
思
い

や
り
を
も

っ
て
関
わ

っ
た
り
、

一
緒
に
遊

ん
だ
り
し

よ
う
と
す

る
。

・
参
観
者
の
感
想
　
活
動
の
前

後
に
話
し
合
い
を
し
て
、
振
り
返

る
こ
と
で
、
活
動
の
意
欲
や
参
加
の

意
識
が
持
て
た
こ
と
は
と
て
も
大
切

だ
と
感
じ
ま
し
た
。
自
分
や
友
達
だ

け
で
な
く
、
未
就
園
児
の
小
さ
い
子

ど
も
の
気
持
ち
に
ま
で
気
づ
か
せ
る

と
い
う
こ
と
は
、
い
ろ
ん
な
人
達
の

気
持
ち
に
目
が
向
く
よ
う
に
な
る
の

で
、
人
と
の
関
わ
り
を
大
切
に
で
き

る
と
思
い
ま
し
た
。

三
草
小
学
校
公
開
授
業（
１２
月
４
日
）

・
第
１
学
年

・
指
導
者
　
西
山
亜
希
さ
ん

・
題
　
材
　「
ど
う
し
た
の
？
」

・
ね
ら
い

　
表
情
や

行
動
か
ら

相
手
の
気

持
ち
を
読

み
と
り
、

相
手
を
考

え
た
言
葉

か
け
を
し

た
り
、
行

動
し
た
り

し
よ
う
と
す
る
。

・
参
観
者
の
感
想
　
日
頃
か
ら
先
生

が
子
ど
も
一
人
一
人
を
見
つ
め
、
温

か
く
支
え
、
励
ま
し
て
お
ら
れ
る
様

子
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
西
山
先

生
の
姿
勢
、
関
わ
り
こ
そ
が
子
ど
も

達
に
と
っ
て
一
番
の
モ
デ
ル
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
し
た
。
勉
強
に
な
り

ま
し
た
。
も
う
一
度
基
本
に
戻
り
、

が
ん
ば
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
２
月
１０
日
（土）
に
、
東
条
文
化
会
館
で
「
人
権
を
考
え
る
市

民
の
つ
ど
い
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
市
内
４
校
の
中
学
生
に
よ

る
人
権
作
文
の
朗
読
を
始
め
、

地
区
住
民
学
習
、
企
業
人
権
、

学
校
園
の
実
践
発
表
を
行
い

ま
し
た
。
そ
し
て
、
加
東
市

の
取
組
に
対
し
て
総
括
助
言

及
び
提
言
と
し
て
、
兵
庫
県

人
権
教
育
研
究
協
議
会
会
長

の
桑
原
浩
さ
ん
に
お
話
し
い

た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

の
人
権
教
育
の
進
む
べ
き
方

向
を
示
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

・
・
・
・
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
・
・
・
・

■
人
権
作
文
の
発
表
　（
作
文
は
６
〜
９
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。）

・「
手
話
を
通
し
て
」　
社
中
学
校
１
年
　
北
山
　
冬
真
さ
ん

・「
少
し
の
勇
気
」　
滝
野
中
学
校
２
年
　
丸
山
　
春
奈
さ
ん

・「
声
を
か
け
る
勇
気
」　

　
　
　
　
　
　
　
　
東
条
中
学
校
２
年
　
柴
�
　
吾
陸
さ
ん

・「
同
じ
人
間
じ
ゃ
な
い
か
！
」

　
　
　
兵
庫
教
育
大
学
附
属
中
学
校
２
年
　
石
井
　
陽
菜
さ
ん

■
実
践
発
表

・
沢
部
地
区
　
　
社
会
教
育
推
進
委
員
　
國
井
　
豊
広
さ
ん

・
ア
ス
カ
カ
ン
パ
ニ
ー
株
式
会
社

　
　
　
　
　
　
　
取
締
役
統
括
責
任
者
　
門
脇
　
弘
朋
さ
ん

・
兵
庫
教
育
大
学
附
属
幼
稚
園
教
諭
　
近
田
小
百
合
さ
ん

■
総
括
助
言
及
び
提
言

　
兵
庫
県
人
権
教
育
研
究
協
議
会
　
会
長
　
桑
原
　
浩
　
さ
ん

（１７）市同教の活動ほか 平成３０年３月１日

崎賠



加
東
市
企
業
人
権
教
育
協
議
会
の
活
動
状
況

　
こ
の
ペ
ー
ジ
で
は
、
企
人
協

の
平
成
２９
年
度
下
期
の
活
動
の

報
告
を
し
ま
す
。

■
本
年
度
下
期
の
取
組

第
４
回
研
修
会
（
１０
月
２７
日
）

　
今
回
は
、（
公
財
）
兵
庫
県

人
権
啓
発
協
会
人
権
講
師
の
高

田
光
裕
さ
ん
に
お
越
し
い
た
だ

い
て
、「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と

同
和
問
題
と
私
た
ち
」
と
題
し

た
講
演
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
　

　
講
演
で
は
、
同
和
問
題
に
つ

い
て
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
事

例
を
挙
げ
な
が
ら
わ
か
り
易
く

話
を
さ
れ
、
ケ
ガ
レ
の
問
題
や

ひ
と
の
行
動
様
式
（
Ｙ
＝
ａ

Ｘ
）、
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
と
ト
ッ

プ
ダ
ウ
ン
の
知
性
等
、
と
て
も

興
味
深
い
内
容
で
し
た
。
そ
ん

な
中
で
、「
差
別
は
い
け
な
い

と
わ
か
っ
て
い
て
も
、
何
が
差

別
と
分
か
っ
て
い
な
い
か
ら
繰

り
返
し
問
題
が
起
こ
る
」
と
い

う
講
師
の
話
は
、
啓
発
担
当
者

と
し
て
肝
に
銘
じ
て
お
き
た
い

も
の
で
し
た
。

　
ま
た
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を

み
る
と
、
９０
％
以
上
の
参
加
者

が
講
演
内
容
を
高
く
評
価
し
て

お
ら
れ
ま
し
た
。
参
加
者
の
感

想
に
は
、
こ
の
問
題
の
核
心
に

触
れ
る
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
り
、

今
後
の
研
修
に
い
か
し
て
い
き

ま
す
。

【
参
加
者
感
想
】

○
自
分
が
思
っ
て
い
る
差
別
と
は

何
か
、
改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ

た
。
理
解
す
る
こ
と
の
重
要
性
、

特
定
の
認
識
だ
け
で
は
だ
め
だ

と
思
っ
た
。
　
　
　（
20
代
男
）

○
人
権
問
題
と
一
言
に
言
っ
て
も
、

そ
の
対
象
は
と
て
も
幅
広
い
こ

と
が
分
か
っ
た
。
友
人
に
女
性

が
恋
愛
対
象
の
女
性
が
い
る
の

で
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
に
つ
い
て
も
学

ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
っ

て
い
る
。
同
和
問
題
に
つ
い
て

は
、
あ
ま
り
意
識
し
た
こ
と
が

な
か
っ
た
が
、
祖
父
（
他
県
在

住
）
が
「
こ
こ
は
部
落
の
人
間

の
家
だ
か
ら
」「
祖
母
と
結
婚

す
る
と
き
、
身
元
調
査
を
し
た
」

と
言
っ
て
い
た
の
を
思
い
出
し
、

い
ま
だ
に
差
別
意
識
が
根
強
く

あ
る
の
だ
と
感
じ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
20
代
女
）

○
今
ま
で
の
講
演
で
聞
い
た
内
容

と
は
違
い
、
現
在
に
沿
っ
た
形

で
の
問
題
や
、
学
ん
で
い
く
べ

き
内
容
等
が
わ
か
り
や
す
く
、

今
後
の
取
組
が
し
や
す
く
な
る

と
感
じ
た
。
　
　
　（
40
代
男
）

○
差
別
は
い
け
な
い
と
わ
か
っ
て

い
て
も
、
何
が
差
別
か
を
理
解

す
る
大
切
さ
を
感
じ
た
。
た
と

え
が
わ
か
り
易
く
、
理
解
が
深

め
ら
れ
た
。
　
　
　（
40
代
男
）

　
当
日
は
、
真
冬
を
思
わ
せ
る

寒
さ
で
、
参
加
者
も
３２
名
と
大

変
少
な
い
状
況
で
し
た
。

　
企
人
協
主
催
の
研
修
会
は
、

近
年
、
参
加
者
が
減
少
傾
向
に

あ
り
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
要
因

が
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
企
人
協

の
設
立
の
原
点
に
立
ち
返
っ
て
、

会
員
企
業
に
積
極
的
に
研
修
活

動
に
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
事
務
局
と
し
て
の
働
き
か
け

を
強
化
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
一
方
、
９
月
に
企
人
協
主
催

で
市
民
公
開
講
座
を
開
催
し
、

多
く
の
方
々
に
参
加
い
た
だ
き

ま
し
た
。

管
外
研
修
（
１１
月
１０
日
）

　
当
日
は
、
秋
晴
れ
の
絶
好
の

旅
行
日
和
と
な
り
ま
し
た
。
午

前
中
に
訪
れ
た
大
仙
古
墳
は
、

三
重
の
堀
と
、
紅
葉
の
う
っ
そ

う
と
し
た
森
の
中
に
静
か
に
た

た
ず
ん
で
い
ま
し
た
。
は
る
か

一
千
五
百
年
の
昔
、
大
阪
湾
か

ら
東
の
台
地
に
太
陽
の
光
に
照

ら
さ
れ
て
き
ら
き
ら
と
輝
く
巨

大
な
古
墳
群
を
見
た
渡
来
の
古

人
は
、
ど
ん
な
こ
と
を
思
っ
た

の
で
し
ょ
う
か
。

　
午
後
に
は
、
堺
市
の
舳
松
人

権
歴
史
館
を
訪
問
し
、
館
内
の

施
設
見
学
と
講
話
を
聴
か
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
講
話
で
は
、
館
職
員
の
大
原

さ
ん
に
「
自
分
と
被
差
別
部
落

と
の
関
わ
り
」
に
つ
い
て
話
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
大
原
さ

ん
は
、
同
和
問
題
に
対
し
て
自

身
が
も
っ
て
い
た
無
知
さ
、
偏

見
を
あ
か
ら
さ
ま
に
出
し
な
が

ら
、
歴
史
館
周
辺
の
地
域
の
実

情
と
住
民
の
思
い
、
そ
し
て
、

自
分
と
家
族
の
こ
と
を
熱
く
語

ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、「
い

く
つ
に
な
っ
て
も
人
は
変
わ
れ

る
。
当
事
者
に
は
な
れ
な
い
が
、

当
事
者
に
寄
り
添
え
る
人
に
は

な
れ
る
。」
と
の
講
師
の
言
葉

が
、
参
加
者
の
胸
に
し
っ
か
り

と
刻
ま
れ
ま
し
た
。

【
管
外
研
修
と
は
】

　
加
東
市
人
権
・
同
和
教
育
研

究
協
議
会
、
加
東
市
企
業
人
権

教
育
協
議
会
、
そ
し
て
、
社
人

権
擁
護
委
員
協
議
会
加
東
部
会

の
三
つ
の
団
体
が
、
毎
年
秋
に

合
同
で
近
隣
府
県
の
人
権
ゆ
か

り
の
地
を
訪
ね
、
人
権
問
題
に

つ
い
て
学
習
し
て
い
る
研
修
の

こ
と
で
す
。

　
未
加
入
の
企
業
・
事
業
所

の
皆
様
、
ぜ
ひ
と
も
、
加
東
市

『
企
人
協
』
に
ご
加
入
く
だ
さ
い
。

加
入
申
込
は
企
人
協
事
務
局
（
人

権
教
育
課
）
ま
で

　
℡
4
3
ー

0
5
4
4

平成３０年３月１日 （１８）企人教の活動



満足度

参加者の皆様から
高評価をいただきました。
ご参加ありがとう
ございました！

　
加
東
市
教
育
委
員
会
人
権
教
育
課

で
は
、
平
成
２８
年
度
か
ら
幼
児
期
人

権
教
育
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。
絶

対
人
権
感
覚
を
育
成
す
る
た
め
の
「
み

ん
な
、
た
い
せ
つ
」
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

実
践
す
る
親
子
セ
ミ
ナ
ー
は
、
こ
れ

ま
で
、
の
べ
１０
会
場
で
実
施
し
、
２

０
５
組
の
親
子
が
体
験
し
ま
し
た
。

　
絶
対
人
権
感
覚
と
は
神
戸
大
学
の

鈴
木
正
幸
名
誉
教
授
が
提
唱
さ
れ
た

理
論
で
す
。
鈴
木
教
授
が
出
会
っ
た

学
生
の
中
に
、
ピ
ア
ノ
の
ど
の
キ
ー

を
叩
い
て
も
、
ま
た
、
２
、
３
個
の

音
を
重
ね
て
も
正
確
に
音
を
言
い
当

て
る
「
絶
対
音
感
能
力
」
の
持
ち
主

が
い
た
そ
う
で
す
。
そ
の
学
生
の
身

体
の
中
に
は
、
音
の
高
低
を
測
る

「
も
の
さ
し
」
が
備
わ
っ
て
お
り
、

考
え
る
の
で
は
な
く
音
が
鳴
る
と
瞬

時
に
そ
の
「
も
の
さ
し
」
が
反
応
し

音
を
言
い
当
て
た
そ
う
で
す
。

　
こ
の
絶
対
音
感
能
力
は
、
特
殊
な

才
能
で
は
な
く
、
ど
の
子
で
も
身
に

つ
く
可
能
性
が
あ
り
ま
す
が
、
学
習

の
時
期
が
大
切
で
、
絶
対
音
感
が
身

に
つ
く
の
は
４，
５
歳
ま
で
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

　
絶
対
人
権
感
覚
は
、
弱
い
者
い
じ

め
を
し
な
い
と
か
他
人
の
陰
口
を
言

わ
な
い
こ
と
な
ど
、
や
っ
て
は
い
け

な
い
こ
と
、
絶
対
に
許
さ
れ
な
い
こ

と
を
知
識
と
し
て
で
は
な
く
、
感
性

と
し
て
身
に
つ
け
て
い
る
こ
と
で
す
。

幼
児
期
は
、
心
の
仕
組
み
を
育
む
た

め
の
最
適
な
時
期
で
あ
り
、
こ
の
時

期
に
植
え
付
け
ら
れ
た
感
性
は
生
涯

消
え
な
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
絶
対
人
権
感
覚
が
発
達
し
た
子
ど

も
を
育
む
た
め
、
親
子
の
つ
な
が
り

を
豊
か
に
す
る
た
め
の
実
践
的
な
プ

ロ
グ
ラ
ム
「
み
ん
な
、
た
い
せ
つ
」

を
使
用
し
、
平
成
２８
年
度
か
ら
指
導

者
養
成
セ
ミ
ナ
ー
と
親
子
セ
ミ
ナ
ー

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
の
「
相

手
の
気
持
ち
に
立
っ
て
考
え
る
能
力
」

や
「
問
題
に
直
面
し
た
時
に
そ
れ
を

乗
り
越
え
、
解
決
す
る
能
力
」
を
身

に
つ
け
る
た
め
に
重
要
な
自
尊
感
情

（
自
分
が
価
値
あ
る
存
在
で
あ
る
と

感
じ
る
感
性
、
互
い
を
尊
重
し
合
う

こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
感
じ
る
感
情

な
ど
）
を
育
て
る
こ
と
で
、「
お
も

い
や
り
」
や
「
い
た
わ
り
」
の
心
を

育
み
、
人
権
を
尊
重
で
き
る
子
ど
も

を
育
て
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
２８
年
度
の
満
足
度
ア
ン
ケ
ー

ト
に
よ
る
と
９７
％
の
方
が
満
足
と
回

答
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
年
度
は
昨

年
度
を
上
回
る
９８
％
の
方
に
満
足
と

回
答
い
た
だ
き
ま
し
た
。
参
加
者
か

ら
は
、「
本
人
の
気
持
ち
を
く
み
取

り
な
が
ら
聞
く
と
い
う
、
今
日
教
え

て
頂
い
た
こ
と
を
や
っ
て
み
よ
う
と

思
い
ま
す
。」「
子
ど
も
一
人
一
人
違

っ
て
当
た
り
前
、
そ
の
子
に
応
じ
た

接
し
方
を
心
が
け
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。」
と
の
声
を
い
た
だ
き
、

ど
の
会
場
で
も
好
評
で
し
た
。
今
後

も
、
絶
対
人
権
感
覚
を
身
に
つ
け
た

子
ど
も
の
育
成
と
保
護
者
へ
の
啓
蒙

と
支
援
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

【
参
加
者
の
感
想
（
抜
粋
）】

・
子
ど
も
に
自
分
の
理
想
を
押
し
付

け
よ
う
と
し
て
い
た
の
で
、
今
日

の
セ
ミ
ナ
ー
の
内
容
を
聞
い
て
、

も
っ
と
甘
え
さ
せ
て
あ
げ
た
り
、

話
を
聞
い
て
あ
げ
た
り
し
て
い
っ

た
方
が
、
い
い
ん
だ
ろ
う
と
思
え

ま
し
た
。
家
で
も
実
践
し
よ
う
と

思
い
ま
す
。

・
今
日
は
、
と
て
も
楽
し
く
参
加
で

き
ま
し
た
。
今
の
ま
ま
の
子
ど
も

達
を
い
っ
ぱ
い
愛
し
て
あ
げ
た
い

と
思
い
ま
し
た
。「
昔
は
お
腹
の

中
に
い
て
、
出
て
き
て
ま
だ
３
、

４
年
。
で
き
な
く
て
当
た
り
前
。」

と
い
う
言
葉
が
良
か
っ
た
で

　
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

・
親
の
立
場
か
ら
子
ど
も
を
見
て
し

ま
う
こ
と
が
多
か
っ
た
こ
と
に
、

今
日
気
が
つ
き
ま
し
た
。
子
ど
も

の
立
場
に
も
っ
と
立
っ
て
い
け
た

ら
と
思
い
ま
す
。

講師の中本久美さん

セミナーの様子

（１９）幼児期人権教育事業 平成３０年３月１日



　
兵
庫
県
・（
公
財
）
兵
庫
県

人
権
啓
発
協
会
企
画
、
東
映
株

式
会
社
制
作
の
人
権
啓
発
Ｄ
Ｖ

Ｄ
「
あ
し
た
咲
く
」
の
紹
介
を

し
ま
し
ょ
う
。

　
こ
の
作
品
に
は
、
生
き
方
の

異
な
る
姉
妹
が
登
場
し
ま
す
。

独
身
会
社
員
の
妹
・
茜
と
、
専

業
主
婦
の
姉
・
翠
。
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
ゆ
え
の
悩
み
や
葛
藤
を

抱
え
て
い
ま
す
。
姉
妹
で
の
対

立
や
、
父
と
の
対
話
、
そ
し
て
、

地
域
の
人
び
と
と
の
ふ
れ
あ
い

を
通
し
て
、
別
の
視
点
や
価
値

観
に
気
づ
い
て
い
き
ま
す
。

　「
幸
せ
」
の
形
は
十
人
十
色

で
す
。
自
分
で
自
分
の
生
き
方

を
選
択
し
、
女
性
は
も
ち
ろ
ん
、

す
べ
て
の
人
が
「
自
分
の
花
」

を
イ
キ
イ
キ
と
咲
か
せ
る
こ
と

の
で
き
る
、
多
様
性
尊
重
社
会
。

そ
の
実
現
を
め
ざ
す
き
っ
か
け

と
な
る
人
権
啓
発
ド
ラ
マ
で
す
。

【
あ
ら
す
じ
】

　
外
食
チ
ェ
ー
ン
の
お
客
様
相

談
室
で
働
く
風
間
茜
は
、
父
の

稔
と
二
人
暮
ら
し
。
あ
る
日
、

東
京
で
専
業
主
婦
を
し
て
い
る

茜
の
姉
の
翠
が
、
娘
の
葵
を
連

れ
て
突
然
帰
っ
て
き
た
。
家
事

と
子
育
て
の
大
変
さ
を
語
る
翠

に
対
し
、「
専
業
主
婦
は
ま
だ

気
楽
で
し
ょ
」
と
口
走
る
茜
。

そ
の
言
葉
を
き
っ
か
け
に
二
人

は
口
論
。
風
間
家
に
気
ま
ず
い

空
気
が
流
れ
る
。

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

　
休
日
。
わ
だ
か
ま
り
を
払
し

ょ
く
す
べ
く
、
茜
は
翠
を
誘
っ

て
外
出
し
、
話
を
聞
き
出
す
。

翠
は
家
事
に
非
協
力
的
な
夫
・

健
太
郎
か
ら
の
心
な
い
言
葉
に

深
く
傷
つ
き
、
家
を
出
て
き
た
。

自
分
に
は
な
い
視
点
を
も
つ
翠

の
話
を
聞
い
て
、
視
野
の
狭
さ

を
痛
感
す
る
茜
。
二
人
が
帰
宅

す
る
と
葵
が
健
太
郎
に
電
話
を

か
け
て
い
た
。
娘
に
も
辛
い
思

い
を
さ
せ
て
い
た
こ
と
に
気
づ

き
、
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
る
翠
。

　
明
る
く
て
大
ら
か
だ
っ
た
母

の
よ
う
に
は
な
れ
な
い
と
落
ち

込
む
翠
に
、
稔
は
保
管
し
て
い

た
離
婚
届
を
見
せ
る
。
仕
事
人

間
だ
っ
た
稔
の
自
分
勝
手
な
言

葉
に
傷
つ
い
た
姉
妹
の
母
・
多

佳
子
は
か
つ
て
離
婚
を
考
え
た

こ
と
が
あ
っ
た
と
い
う
の
だ
。

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

　
翠
と
稔
と
の
対
話
や
、
地
域

の
活
動
に
触
れ
た
こ
と
で
、
自

分
の
視
野
の
広
が
り
を
実
感
し

た
茜
は
、
会
社
に
新
た
な
提
案

を
す
る
決
意
を
す
る
。
そ
し
て
、

翠
も
ま
た
夫
と
向
き
合
う
た
め

に
行
動
を
起
こ
し
て
・
・
・
。

【
学
習
の
ね
ら
い
】

○
す
べ
て
の
人
が
、
性
別
に
関

わ
り
な
く
、
互
い
に
人
権
を

尊
重
し
、
喜
び
も
責
任
も
分

か
ち
合
い
つ
つ
、
そ
の
個
性

と
能
力
を
十
分
に
発
揮
で
き

る
共
生
社
会
を
め
ざ
す
た
め

 
に
、
私
た
ち
が
日
常
生
活
の

中
で
心
が
け
る
こ
と
を
考
え

 
る
。

○
子
ど
も
の
育
成
の
た
め
に
地

域
と
し
て
、
よ
り
一
層
安
心

し
て
子
育
て
で
き
る
環
境
づ

く
り
を
す
る
た
め
に
必
要
な

こ
と
に
つ
い
て
考
え
る
。

○
多
様
性
を
尊
重
し
、
互
い
に

人
間
と
し
て
の
共
通
性
を
再

認
識
し
、
排
除
せ
ず
に
人
と

人
と
の
つ
な
が
り
の
大
切
さ

に
つ
い
て
考
え
る
。

（
こ
の
記
事
は
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
活
用
ガ
イ
ド

か
ら
転
載
し
て
い
ま
す
。）

　
平
成
30
年
度
、
各
地
区
の

住
民
学
習
会
で
鑑
賞
し
て
い
た

だ
く
予
定
に
し
て
い
ま
す
。

新
着
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
ご
紹
介

・・

平成３０年３月１日 （２０）新着ＤＶＤのご紹介

　代理人や弁護士などの第三者が、住民票の写しや戸籍謄抄本などを取
得した場合に、本人に知らせる制度が「本人通知制度」です。不正取得
の発見につながります。通知を希望する人は事前登録が必要ですので、
登録手続きをしましょう。
※市ホームページから詳細をご覧いただけます。
（http://www.city.kato.lg.jp/kurashi/shoumei/1457747690849.html）

【お問い合わせ】市民課（庁舎１階）　　43－0390

身元調査だけでなく、車庫証明
の不正利用（いわゆる「車庫と
ばし」）にも使われることも！

「ひとごと」じゃないですよ！

Ｄ
Ｖ
Ｄ
・
図
書
は
貸
出
し
で
き

ま
す
。
お
申
し
込
み
は
、
教
育

委
員
会
人
権
教
育
課
ま
で
。
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【女性が輝く社会の実現】

CMYK

発
行
　
加
東
市
教
育
委
員
会

　
　
　
加
東
市
人
権
・
同
和
教
育
研
究
協
議
会
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